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BeRRR ABASAMIAWE HSL Hot R 
Copper pitch ore and clayey copper ore from 


the Téyei and Nonai mines 
meet: | Et 高 炊 郎 (M: Watanabé) 


緒 言 

青森 市 の 東方 直 距 約 ro FEIT OC, WH 700 KICHLVIRAAE 2 , その 
中 腹 に た 大きな 石 切 が 見 える 。 こ と れ 印 ち 束 鐘 (Azuma-daké) で , 右 石切 場 
は 小坂 銅山 身 錬 所 用 の 石 放 岩 の 控 取 場 で ある 。 CORRE HICIL, MIC 
SHEER & AE, 大 正 6 AE BEC FUR) ELC, 北海道 製 鐵 株 式 符 計 の 
ROBT S tL ted , HI 6,985 Wx HEL, FO AAFC ld Hic 10,465 HE? を 
産 し た が , 第 一 炊 大 戦 終局 と 共に , EOIEPHAT S ICBO. KE 7e HMRI 
EC FA Rest aL CHR Le & HEE BLS AS, WAD HS TK < 
ZOB-HASAHA ROMY LAA 1r 年 に 至り , SPELT 
EMAL, RAS L LC CORB IC HS ICRA T, KFC HE AA IM 
A, EOALBRIC IE HICK A AGRE @ LOK AA I ADR OERSE & SLD 
(CED HICH LH OBO GAM HEL, BIC BEER GUT CIE T A) S 0 

Z DEMME LAG CHEM LOCH OT, MS Lis TH LK) BEA IK 


1) SERIES, APEORED HAA, 大 正六 年 。 
2) WATE+, 


* 
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OMEEE L, CHIMES LONE, HENAE EVRA, SSMIESE 
> ESE DE AED CHC, — SUR AAO BRAM IC SLA DDS, MEAD T 
品位 で , ERIC AB th SS IK CO, IIR ODEVE D S EB (k, SHI 20% 
を 超え る と と 稀 で な い 。 こ と れれ 即ち 湊 青 銅 (copper pitch ore) で , HERR L FE 
に 銅 及び 鐵 を 多量 に 含ん だ も の で あり , 本 山 の 如 く これ を 主 と す る 銅山 は , 
肉 外 と も に その 例 々 乏しく, 動 も すれ ば 見 逃さ れ 得 る 銅 足 で ある 。 Moe 
Wa ABO TET HEU L, MO BCA TZ 
th ROR 

HATE HF IAD TU PALO PEO HIE ICED 3 OER 

に あぁ あり, 事務 所 を その 南 敬 野内 (Nonai) 川 の 上 流 大 川 目 川 と 小川 目 川 と の 


, i 


REA A AS EF PS Bs om LU 28 


PUM OACRICTES . 東北 本 線 理 森 思 より 東 に 三 つ 目 , 野内 鹿 よ り 野 内 用 
に 洛 つ て 汗 す べく , と の 間 約 9 料 , 多 は 橋 , その 他 の 時 季 は トラ ツ ッ ク を 通じ 。 
別に 青森 市 の 中 部 ょ より, 此 内 部 深 の 南端 を 総 て 事務 記 の 西方 近臣 離 ま で , Fe 
合 自 動車 の 便利 が ある 。 AVE ARE OALT LZ 2 FF, 東 織 の 南側 山腹 
UI 500 米 の 位置 た 在り , 番屋 の 澤 の 東側 に 位 す る 。 三 夏 は 簡易 鐵 来 に 
LOCH SAGEM OBIT E L, (NLM SUMO, 平時 は トラック, Aes 
OCHARICH LAE CHIC ENS. Db RAMOd CIC Ih, BFE 
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HL OLAS OT, それ か ら 野 内 , HAM OUITE ES CH Ir HO HAL 
CAF ENE HED s, と れ を 利用 し 得 ば 一 居 便 で ある (昭和 18 
see 
KAAS AUR E FeaTR OIL ICHE L. YUROILABPT ME Bb , 昭和 13 年 
Hh CALE E BIR LICH, 今 は 主として 風穴 澤 の 上 流 に 営 る 小坂 銅山 右 
KALB O LARMIC, NICHTS 部 分 の み を 控 掘 し , 同 石 次 山 専用 鐵 未 


5B FFICLOCEOPAIARY ANRC BS, CALE HSC LY AEE 


ES Pe RE rh GEARY 8 HF ET 
ih 2m th & 

Yk (Azuma-dake) (iste 684.0%, 西 は 青森 下野 を 隔て ぃ 青森 識 に 
面 す る が , 北 東南 の 三方 は , 田頭 山 (266), AABW (551), 鍵 取 山 (418), apse 
山 (466) 等 の 一 段 低 い 出 * 々 に 隔 ま れ , や ぃ 雄大 な る AVA WRT So と 
a 5 DU} 同 の 山々 は り , IRE OF Fe, BEST FB KS OS, 東 獄 自 身 
EE LOHEBROTHE TAC Ka be, PESO bn < Bt aa 


Hid» 6b ARK < « 


TOWEBOBE な る Lol, 砂岩 , ff at, HAG TRO: AKA ARAL IE 
さき 最大 500 4, 東南 束 よ り KAT ACAEPS IC DT HGR PARC & BE D, 


| 北 束 に 向 つ て 傾斜 する ろ る 。 KMBOERS VOILE RUIDET, TE Rae 


ILA MLO RE RE har ICI LL, ES IU Ra Fae C TALE 
き , WILE OUb IC RHE A OREN E BOL, AAR O_L AR CRAIC HE IC BE 
出す る 。 
Ak & & 
Sd ROGROWERIL, IL BA ICEL, SIL KO PAK, Toh e 
OPE BIC TED , HRB ic fin FS HEE Hh AO CHR 6 72h O 
ILREIE DIELS YORE RIE, HEE, FAG, PODS EPO.” と 記 


1) BFBRAG, Hees — ap RI (Wie 42 年 ) 14 及び 54 頁 参 照 。 
2) HBA, Te aT AR AS (明治 42 年 ) 54 Th, 
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され て ゐる 。 

CALC LL CHIE: & L CHAD LAR, RIB 2 0 FICE ¢ ltt 
Fc ARGS P ih FL ARAL, LP 5 AGU IEA LO BORE 
Ls HUAS 1d X AACE, JRO b © (kB MEIU Ic LO CHLICHR MAE BAC 
$5 . | 

CALS IRN 8 WOE A SHRNIC, Hl = OO MRE, HALE, Hick 
FEPROR CANO 2 OT, c OPE ASME, GAME, 監 鉛 確 , FLERE S 
を 件 な ふ が , 3 FEM ED tL Wk SADE HL CHIC ALBA CFF, z 
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I ND ee 
VRE, EAT, HRD HLS BD wd Bas, 最大 部 分 は 殆 ん ど 
en 宛 も 樹 の 根 を 張 つ た や うに , RANMA DBE ICTS IL TREO 
TH NORE & LFELOT, それ ら の 一 部 は 石 放 岩 を 明か に 交代 し て ゐる が , 
一 部 は その 中 に 生じ た 溶解 油 窒 中 に 甲 芝 或 は 流入 沈 潤 し た LOC, 時 に 角 
PRK % 52 L, RICAN D> ¢ DRE L, 時 に 雑然 EBA OME RL, FRICIAG 
RADE EPBL LT, CMEMA IOS MDP & DY, Wo yshps 
HZEIC ROT, 硫黄 を 培 め る 部 分 を 産 し た と EDS, 
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CORIO DEBORA Ik, BAKA ORIG, SEL L CHRO FR 
IC YO CBSE L, SRT OES & RT RROLED HUMIC CIE, BIC 
YIOTILE 200 K, HBC YGOT 100 Hii #¥O HAL ic HER LC IKE EL. 
て , 大 小 の 枝 を 下 底 に 分 ち , 上 下 最 大 14K, その 下端 は 地表 下 50 米 に 達し 
て な ほ 連 貫 す る 。 ’ 

He MieO#BKL CORE 

Ms OWN ¢ , TER SAVE IL ASTRR © AEH © KL, OBB I Ze be EL 
て ゐる が , 一 部 は 多少 多孔 質 で , FOHIMIC HALE LAL RIC LARRY 
Me LLC, A, MEE OU ITR SIMONA E Tae, ZO 
BET IRICSN TC, 4 OAR & ELE AE CRA 5M, MIKOB MM & RTH 
合 も ある 。 

HP % VEG E0e (Kupferpecherz, copper pitch ore) な る 名 稀 は , 1816 
年 人 既に Hoffmann ROME) に 現 は れ , その 後 各地 で その 産 用 を 記載 せ 
られ な た 。 何 れ も 漆黒 色 乃 至 栗 褐色 塊 其 で , 源 青 光 汐 を 有 し , 統 密 な 部 分 は 硬 
度 3 乃至 4, We < COPBORER A AE TE XK O RD ICHBIEF 3. ERIC HR 
. #4 Huerta Arriba Cit, ¥TC< it と れ を PEL TC, Az ERR EMF”) 
程 で ある る が , ZLB BoK, BAK, DRAKE OD BLT, DREMDE, SAS, 
EESLTE i, FL4E A, HOG, 粘土 等 と 共に 産 す る 。 ‘ 

ASHE IU rE TS SW E Fo EK TMH OPER ATS. 

し か し な が ら , EMO Pit, PEMIC LOTHSL 6 AD, Des 
Cloizeaux FE») の 記し た ウツ ウラル の Turjinsk 産 の も の は , CuO 12.12 [cH 
し て Fe,0; 50.85, SiO, 17.95, H。20 20.55 AL, HEEL EEFLTE At 
の 混合 物 と 認め られ , Dana, Hintze, ‘Tschermak 等 また と の 種 の 見 解 を 
示し て ゐる が, Guild» の 分 本 し た アリ ゾ ジ ナ チ ナ 州 Bisbee 産 の 漆 墨 種 は , CuO 


1) C.A.R.S. Hoffmann, Handb d. Mineralogie, Bd. III b, 103, 1816. 
2) F.N.Guild, Arner. Miner. Vol. 14, 311, 1929. 

3) Des Cloizeaux, Manuel de Mineralogie, 1862, V, I, 125. 

4) F.N. Guild, op. cit. 


; 
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84.22% IckkL, SiO, 2.95» FeO, 0.64% を 有する に 過ぎ ず , 却 つて CO, 
3.17, H,0 6.91% EERO, THe BSe (tenorite) eE LL, それ に を 7 
DOPE L, MROHILER © PB. 4OLRH, Lindgren KY (kT _ 
Y +N Clifton-Morenci 産 の も の に HET, CuO 28.6% icHtL, FeO; 
4.00% に 過ぎ ず , 却 つて MnO, 21.20, ZnO 8.4%, 不溶 分 228% La, 
し か る も 全然 光 凡 的 に 均質 で , 東和 孔 和 件 石 の 存在 を 認め ず と 記し て ゐる 。Ran-7 

"some J&*) また Globe FEE THUNAS, He, Ht, BOPIC COREL, © 
その 黒色 は 主として で MnO CLAZERVCHS, | 

CHL ELES B ic HE SL LO, PROUD, EEILGE Gi, ILE, BRC 

Me RLS BRAD, KIL OBINEC d 20, TNEORMSIAEMIC 
LOCHSL<S KEY FeV COMBO MIc LOT, A-ARLHDSIC 
過ぎ な い 。 

ARBC Koenig 氏 3 は Bisbee BIEWIMIL FHL, SiO, 7.80, CO, 7.17, 
Fe20。 0.07 に 過ぎ ず , CuO76.88 を 主 よ する を 知り , melanochalcite D%e RM 
~, Ee SAE 銅 確 の 或 る る の は , Cu 及び Mn 約 40% Sr. BA, 1847 年 
Credner Rashi THM L, * OBR Rammelsberg Ric k DT 3CuO-2Mn,O, 


と 認め らち られ, Crednerite と 命名 せら れ た も の と 同定 され た が , Bandy 氏名 にょ れ 
(Ech Ere RGA DG, Peis ft HES O ULE ICH Teo 


ATG LL PDE TT SDE OMA TS IC, 一 部 は 漆黒 色 で あぁ る が が , AMILT LAME 
褐色 で , FRITS SOPRRAL TO, EFA ONG DS ES OME AT 
る 。 北 重 は 部 分 に よ つ て 異な り , 2.66 (黒色 の 部 分 ) 乃至 3.31 (BE OR 
分 ), 硬度 は 3.5 乃至 4, RROD EAL, 脆く て 小片 に 分 れ 易 い 。 

FED 5S OWES TEER GD UBD EHDA & LC HGRSRE IC RE DIE, 
HEIC IO BEL CH, 次 酸 臨 類 の 存在 を 示し , HICH EBA, それ に ア 
YES VEMNAUE, MIAH ICH, 銅 の 反 應 を 明か に する が , ABE 


1) W. Lindgren, U.S. Geol. Surv., Prof. Pap. 43, 115, 1905. 
2) F.L. Ransome, do. 12, 123, 1903. 

3) Koenig, Am. J. Sci. (IV). Vol. 14, 1902, 404. 

4) M.C. Bandy, Amer. Miner. Vol. 23, 1938, 708. 
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鐵 を 分 離せ ず , 試料 る 褐色 ちと 失 は ゃ い 。 然 る た に とれ を 濃 臨 酸 中 に 暖め あれ ば , 
WIL BRK LD ICEL, MRSA BRE RS. 液 を 分 つて 試料 を 茜 性 
Im PRICE TIL, 速 か に 溶解 し , 液 に アン モー= ヤ を 注 ば ば , ICA OWE 。 
色 と 水 酸化 鐵 の 粉末 と を 生じ , 鋼 , 鐵 , 理 酸 の 存在 を 指示 する 。 一 方 漆黒 色 
の 部 分 は , AATEC も 液 は 黄 終 を 呈す る だ け で , MBH, と れ に アン モ = 
ャ を 加 あ る る も , 銅 の 反 應 を 呈す る だ け で , KBE AC. AR OBST 
CEL, PER ET WME CD 3. | 

と れ ら に よ ょ つて 推定 する に , RAOBMPLEL LCHEZDORM, ZR 
EAR, 補色 の 部 分 は と の 外 若 干 の 鐵 を 件 な ふ 。 且 つと れ ら は 忠 酸 溶け, 
AB RIC LIO CHE HE BEC, 酸化 銅 及 び 酸 化 鐵 と し て の 存在 を 指示 し , Bild 
鋼 よ り 却 つて 難 浴 の 状態 に 在 る 。 

KC TALS HB ARAM IC IT & LEY ROE BAICAIRT IE, KOK 
種 の 成分 か ら 成 る こと が 明か に され る 。 

(a) GRIT MEIC PARE EES C, [46 = 2 LF IC KRG EL, AA BH OH 
の 構造 を 有 し , 重 屈折 は 極め て 低い 。 ZOMPKRAWHEMN BECHER 2. 
TALS HATO MICE TC, HO EH (chalcedony) と 認め ちら れる 。 

(b) Si ICHAT 3 DRAG FE ICAL HO, HRT Ve, TH eR 
ICTR CIE, KAI EREOT, 液 に 黄 終 公 を 奥 へ , 試料 は 等 方 性 と な 
る 。 TMERDMEABKE 2L.AACWEMBRICHG S. と れ 印 ち 
EEFLZEA (chrysocolla) で , HERO 7e H ICAL, BREE EE LAO CH 
Bo 

(c) HEA ICSF SASS TEGE < , PEO DIC RE, と れ に 直角 に 殆 ん ど 
無色 と な り , 上 且つ 重 屈 折 高 く , HC= 27 FICKACHOM SY tala n 
So COMAIGMRIC LOCHEA ICO L, THREDKEKHAS. tne 
STFBOFLER TH 4, 

(d) 殆 ん ど 不 洪 明 で ある が , CER THLE GL, A= 2 
ル 下 に 放 対 繊維 汰 構造 を 示し , POR YS CH UE 混 え た 青 終 色 が 認め 
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3. EO AIL MEP ICIAL EL TADICAG, 黒褐色 の 粉 来 を 分 離す る 。 


} 
i rt Sera 


ある 。 

(e) EL < ABW CH 32s, WP ICBO Id Rs ea L, BOTH 
色 旋 至 褐 色 に 見 える 。 葉酸 に 溶け て 銅 の 反 應 を 時 する が , 鐵 の 反 應 を 示さ 
+, 7E* ZSOBIREREBET 3. 7 HENS BSE (melaconite) で , そ 
れ の み 集 まれ ば 黒色 で ある が , 微粉 は や は り 視 色 を 時 し , 題 徴 鏡 下 に 視 鐵 確 7 
と 遍 別 困難 な 場合 が 多い 。 3 
(RGM, R= 2A FEE ARM ONE BIBL, Cle | 

WEA THB. CHEB CRATHIE. Bx ICTOBEREOT 
UO ERLE TS, RICT ve Sve MANE, HICH AOM EB 
TSZBAL MIC MAO ALLE PRET SBA LS VMs OEE IR 
2 TCHME, BOF IL HUE L (PIR O 7eEM CH SB, それ ら の 双方 を 條 な つた 
も の も あり , 何 札 も 一 見 均質 で , WICENSLEMLORAT, 色 の 濃淡 を 
異 に する に 過ぎ ず , 題 徴 貸 下 だ それ ら の 遍 別 は 困難 で ある 。 換言 すれ ば 水 
酸化 鐵 も 水 酸 化 銅 も , 陣 欺 距 と し て は 共に 褐色 光線 を 透過 し , と れ を 容易 に 
eB LEV 

(g) ABWC, FOE TESA, その 粉末 は 脆く て 臣 酸 に 溶け , GIO 
ERE CHS. と MMAD IC ARME (cuprite) と 認め られ る が , これ は 比較 
的 移 で ある 。 

ASHE LUFT SEO AWB lk, EL LCC M EORTC, SOMERENSA 
PEO By IC LD , EEFLPE A SIL FLAE IC HF WILE AO, BEST IC DE 
褐色 を 時 し , SASMMRIC HE LE x AACE CH SB, E OFFFEONGBRK FC TZ 
WEBEL ATAZDNG, COMGMOATCHID SSE AR LH < , KIAICHE 
SPR OK LID BALD Ine, 題 徴 鏡 下 に 黄 褐 色 の 維 密 な 塊 を 見 る だ け 
C, BE 12% に 達 る 場合 が ある 。 


KIC TALE DER OE AURE & SF ICMAT 31, WINE HAD 


J & 
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BPO, , RAO — TB RE Le L HEE BS HR BORIC UE 
DEBE OLRBU LURE & HEU, EO PIO RB & Hc BG ie SE 
% 7cL EUR ERE CAR LHL 7 LO RSNI, ABAALOM< , FEILE 
AGO! REMEDIES ASU IRE TL, その まい BU TOMME BSE 


Pele PAUMEET ERE CIE 7e Lek, ESFILE EG & AGUIE また は BIO ES 


D6 KTR GARNI S ICIS HL, 更に 純粋 な る ILE Ic LOT EOM-M 


g-- Bo oe 


VETS DIGRO oh Ba HEE 
1. EFL 2. BIRR 3. FL A+ RHI (Rs BUM) 

4. BSA (Ria BONTR) ERE 5. FL 
KFETCSNZBLOVHY), こと これら は それ ぞ れ 際 微 融 質 放射 構造 を 成す の み 
で な く , 往々 無 敷 の 答 甲 形 の 微細 な 割 目 に 貰 ぬ か れ , BIKE UCTHRO 
後 , それ か ら 卓 化し た こと と を 示し て の ゐる 。 

以上 を 要する に 東 柴 , AB AEE AMIRI AES OER Ik, EE, 黒 
SWE, ACRE, ERILGEA KOFLE TC, FA GILT ELIT IAD IK IC RK 
L TEED ERE RL, BER A O HES © L, De 8 STP ASE 
22 (CHERAB LT; DAC AES, FES, HE, REECE TD, その 何れ の 
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部 分 を 問 は ず 常 に 多量 の 銅 を 含み , BEMERMEOMST B, BEI 204 


30% に 達する の が 常 で ある 。 
a & HK G8 
BIC TOSME RIC TZOld, KRAKENATHA EC, ~ D ¢ 
RIEL. LOMmeaMELATZLOCHS, CHISWHACOMTE, 
ZOOS CHET ST EMME CHVB, VR KEOMBD 12 --AHBO WE 
CH AICHSS, B* SRO AD Ex 10% 以上 に 達する 。 


en men 


~ 


~~ 


CALEMRE L CHOSE (CHT 3 IC, ICM ARE, ATI 


BWC H 0, Fev MALIAF D DIEM CHG, VEEL IEE CHAE 7 


KBOZ IGE AY. WUD ESHER E lM wICEMMA CT, 特別 の 
粒子 を 認め ず , MRR IC LOC L CHE KO, WRAL GH, COSA HL 
49D RO BME He TIC IU, BRIE EARS DTT & tb, EIB REICIA 
て 冷 ゆ れ ば その を ま を! PULFS, 

以上 により, CHE OWL HILEAE els VM CME TS DOB 
AKEERRSE EFRICIE VIGAOU ERLE LOT, fH EERO SADE & GB wD 7 
い の に 拘ら ず , EOCMDIC S Fs Fe i CHD CHA IC HTS 。 

(ALT OMOKEH, ABICMIREEV Av Old, ML TC SHS IC SL 


く , BVIGIKOFEE 2B L, i ARE IC AS 3 ON SIP BLO & ODSHIC HUE O 
を 普通 と する 。 


Hh ORD 

以上 の 外 , ASHE ETE NIK Ic FRI b Ol, HL LTKOMMBSS 。 

3L#G (malachite) (a WhHEIke ee. 臣 酸 に 全く 溶解 する 。 ATR 
VET NDR O RD RTI, その 間際 に も 往々 商 限 的 に 認め られ る が , ATE 
PER FC HERB Tang 

#3L@2% (chrysocolla) PEG LMO RD & 成す 外 , OMRON LR 
て , WGK, FLIK FOR LW RB KL, BREE OFA ROR EO 
PBRRT SS, 臣 酸 に で よ ょ つて それ ら の 色 を 失 な ふと 共に , 微 品 質 か ら 等 方 
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CNT S . BOTT CR ROGRORME LAL, Bea Se 
(EL¥ez LMM CHS. MAME HOG, OMNES Ala 
OL HE OUR wy CGR ICTBAL TS 

ri fA (Melaconite) RM LIKOM LR LTR OMRE FEEL, BE 
(AAR ALAKSAOR IC UEC, ERR IC YA CE RIEENSYRLO™W, 多く は 多少 
OBKEIRE BATS. た ヾ さそ の 量 に 逐 し いた め に 容易 に 粉末 と な り , 湊 
TONE OIE Akin. : 

赤銅 (cuprite) MICAS ALC, 湊 青 負 叶 中 に 混 ず る が , を 
OFLA CHS. BREOTY = +1 KIC 2. SEACH 
SOS, WES CH BV Bi CAGE II SNS 。 

A DHMIKC, WMRICIEI, FY ve H=VAKTHORMRT 2. 
“BE HE (sulphur) MH cH CLD SA, WHIRL A LT ZO 
AMSSILE te DO, BEE BMMOR MIC, 硫黄 の 松 末 を 見 る と と が 
あぁ あり, と の 際 往 々 石英 は , 黄 鐵 中 の 虚 優 像 と 見 られ る 立方 錯 の 孔 隙 を 留め , 
その 表面 に 硫黄 を 着 生 する 例 が 多い 。 こ とこ とれ は 硫酸 第 二 鐵 の 作用 

FeS, + Fe。 (SO,)2 = 3FeSO, + 25 
で , 寅 験 的 に も 生じ 得る と と , Posniak,Merwin Wi) の 示し た 所 で ある 。 
Hamat OnOkA 

ADR EVE CADE @ KIA IC HE CIA, 種々 の 過程 が 推定 され る 。 第 一 例 は 
石英 , HOME, IRSMDE Db eS DAG, WEDS T IM dB WET SUR IC 8 
Rt bn, HOS OMMRICABUURBIK IC Ava TH, T ALB OVE Sh 
tk , STF IC BU x OME BL (AUBIN), — LAME & JL 
BS, ACM L CMRUMO RMEIC BEC, HORSE CBE ET 
る 外 , HEX GYVOUEAE SBETS. RIC LEE GPR O EIN CAL 
た 硫酸 銅 , 硫酸 鐵 , BLIREERRAEIC HE A TERRE O VARA FICK D, IRB AE 


1) E. Posnjak, H. E. Merwin. System Fe,O0,-SO,-H,O, J. Am. Chem. Soc. 
44 (2), 1922, 1965. 
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する 黄 鐵 確 を 酸化 せしめ , BE ETS と 同時 に , その 共生 ずる 硫酸 に よ 
DTW OTIS LIBS , 更に 母 岩 の 溶解 に ょ る 重 黄 酸 石 次 の 作用 に よ 
り , 水 酸 化 銅 ま た は 絵 酸 銅 を も 沈 小 す る に 至 つ た も の で あら 3 う 。 


第 相 &@ 


Gh 英 MAA 1 BRKRURMAER P RMR RATE 


$5 = OMNI BRAT O — WATE SED Fe CE BILGE CHIT, 
その 成分 た る 方 解 石 の 構造 が , VET GAR PIC RYO BENNY (CHR TET S Bay SN 
ある こと と , 棄 に 記し た 通 で ある (WMA). COPS > RA WH OPV ic 
は , ‘ 
GEPiOCO  B —>40 SE GH HL CGE HHS 

の 順序 が 見 られ る 。 こ と れ は 恐らく 硫酸 鐵 , 硫 酸 銅 , EIR o> ike A Ek aie 
BARAT HF ICHRT SBS, 加水 分 解 の 機 筑 の 多い 硫酸 鐵 が 先 づ 視 鐵 確 を 分 
離し , SIC PV BB ICME A, 78 EC BUR EERE, 水 酸 化 鐵 等 を 分 離し て 湊 青 銅 確 と な 
り , な ほ 残 存する 球 酸 が , 硫酸 銅 の 一 部 と 共に 一 選 内 部 に 洪 入 し , 粘 十 質 鉛 
確 を 生じ た も の と 認め られ る 。 何 れ に し て も この 場合 に は 地表 で 生じ た 硫 
酸 皿 類 , 球 酸 等 の 溶液 が , 石 克 岩 中 に 下降 し て とれ を 交代 し , TEMES 


poate Srp eit Sinema a CA 


‘ 
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生じ た も の で ある 。 


FSO Wik AACE & 0 SANG L PETE SUM OETA ZL L, BLAS OM 
隙 を 充 需 し て , 涯 青銅 足 , WECM OBO, Bi tt C1 SAE 


S a @ 


Vie 7S SOR + HE fL46 AED BAR 
PVERSOR Ch HSLH Cl 洛 土 質 銅 Ca Ake 
Cp sdk Py Ree qk A 


CGT So THB IAARAO FILM, TIC tC OVE MIO PICA LE 
YDS, AACE Po 6 OGIO EPP LT, TNE OWE & Ak Hic IBLF 
も ゃ も の と 認め られ る 。 
以上 を 要する に 本 釧 確 の 成 生 は , 硫 酸 鉛 硫酸 鐵 EERE SA EVAR, 
Bilas Be ERED SIC BEL, EB IEE FR IC PE LL, iB It RICHIE 
JAL, —tBIdK BIC BSI S ARE IG EOC AREER, ARBRE BEBE, BE 
PG, EKER e/AEL, CNEOROFAICLABRRGWELT, = 
炊 的 に 生じ し た も の で あり , その 源 を 成す Wee M-S EAL IS FS CAS ERO _E 
 BBICAE Le FRG GIN, ENR CUI REE 右 の 風化 に際し て 生じ 
ZELOTC, TNE BAAIC AM, LEAR KARTE OL, HABE ICES So Ed, 岐 
URGED, WALANG HEED EMIT IC BE < J HUAI CD 2 « 
BM oOo x Fi 
TEE FT SITE IL SARE 0D WE ais IC ILE C Ze ¢ PRC ORI PE EB Cit, 7 YY IN 
Bisbee, 同 Globe, 同 Clifton-Morenci “¢\c jaja < FEL, 44} Chuqui- 
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Cameta I SICH HME Huerta Arriba -Cit MKC ZI 
ARLE Litt Gi Lt Coon, わが 図 で は ,。 eoRILERD 
ES RES Ten oi Onions ZOE Woes, | 
PIR Pe Hib & OSE AICTE Hise Hic BEL, 3:2 LCi mag 
BE OHO OSE 6 205, その 一 部 CHR OMEN | 
PE CRSA AROS Hi PES AB OL, — SO NCATE 2 BE La 
い 程 で あぁ 。 

© OOF C IMRT (3 1U BE SER OE IG o> ICRC, Fier oom 
(eile As D, O—ahe BHMEHRIC II “GRE” copper clay を 
SAVER CALEB LO Htc ABBR ROBE EE MER Rosen re 
UOT REROKAABAD LOL LONE RCTS, 

要 約 

RK TCREF ATI SHIN ARTE OUCH AO TE EIU BBL Ze b ah kp 
CRO TBE ARIK ICH 9a ESRI, RL PCS G05 2 PP, same 
WEEE ONE. Ce UCHR aos = Sey ts LB BI, 
PE ISABEL 73 I CREE ONL Ce MIRA ee es 
TE SAG, ITE Hote 8, MRA ZLB eBay 


PCTS, Be 20% 以上 を 常 と する 。 | 
NAM HbC LOT eomNe ICT oH, AM Ouse a 
TEAL, “ERS, HASNT TESTE SE 2 Fit 2 2D 割 谷 の TEBE A Hy -e ある 。 


CAVIC HP Ps Ss — FL FMR 0 Hn PE IC b, PE 10% を 超 を る も の が あぁ あり, 
PETERS LCRA SEED Oe TNE Ce Bat, thre peeENI 
TEMA GTC, ZL OIEPKIE AF 2, 

BBO’ oA SUi I 08 Wary MEIN era Ea SoH & HEM 
Bo SOMA C LRP, PIE EC を の 例 多い 。 


1) T. Kato, Ore Dep. Hananoyama, Japan. J. Meiji Coll, Tech. Vol. 1, 
No. 1. 1916. 
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TALE AAA b SPER @ LIC £ SPAS, EOF ORES, £71k 
ARAaICVE L, ERIS Ic E OWMO— MBE FE Pe UL CHUM LE LOE 
DA, 


AGE LCA ORE EP BH, HOP O TEL ROP SAKARTES 
WL CEMHRE RU REM EMI Ro Be Bot Sb EF, C4 
MA CHRERT, ERMA RMRS Hi OME TOWN OM HERA 
bhk, C\ KRMHOMLATS, 

AABKBE SRO MBPS, WRAP BAARE BTS, CL KRELL CH 
REICIE~ Bo 


. 
; LERERBELFLANRSICMT 
; Aegirin syenite from Iwaki I., Ehimi Pref. 
SHELA 1% f= _-(K- Sagi) 
B+ A fe TE 典 (M. Kutuna) 
Il. & = IV, ERR HRY © FER 
Il. =FA BARBO ER a) HRA 
III. BH ie b) PRA 
a) =F AAR Cc) AR # 
b) 石英 = ェ デ ヂ デル BARS d) & 2 & 
\ C) AYR bPAROT TF e) ェ デ ギル 石 
4 +Hea クラ イド 
d) =F2 afte 8) 2-F477 ERR 
e) ARR TE hid A Viet ie 
f) Y-NAv»7 BABS TF 4 Fb 
: Il. @ 言 


岩城 島 は 瀬 五 内 海中 の 一 小島 山 で 東西 約 3.5 FF, 南北 約 4.5 FF, 周 園 約 
15 #f, 尾道 より AS GC CHE CHE LBS. SEE IVE CREE 
標高 370 RDS. UPR NEIC OME FILS b , Howe OTM EE 
の 平地 に 位 す る 。 ROW TICHY THRIC LBREAO—, ASHI 
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OP AMER CMAN THSZETAT, BOKMAABREIE HA 

LD iY , Were PEM HE ic BE Ni ei 
小 遍 域 に 時 雲 母 片 岩 が 存する の み で ある 。 LT, HBO =F. BES 
LAE ORAL (ICTS TC, 極め て 狭小 な る 芳 域 に 填 出 する も の で ある 。 

筆者 の 一 人 多 網 は 昭和 17 年 12 月 及び 昭和 18 年 8 HOXNBICH), AG 
石 研究 の 目的 を 以 て 本 島 に 赴き , 臣 集 し た 資料 に 就 い て その 後 室内 研究 を 
行 つ た 結果 、 本 岩 右 は その 太 物 成分 上 特 称 な も の で ある 事 を 知 つ た の で , そ 
の 成因 上 の 問題 に 臣 い て は 未だ 解決 し 得 な むい の で ある が , HO 4H BAY 
性 質 の み を 正 に 報告 し た い 。 本 岩石 は 尾道 園 幅 訟 明 書 で は Bae sees BG 
[ervv= | Ge LCI er CHasoCean, ASO EUR Fe Ewe 
石 よ りな る の みな ら ず , HOMO MMA 5 a CHAR LIF ROSS 
適 営 と 認め た の で , HCTF GASKELL CMETZY, AEA 


1) BBO - DO (CARH O FER AGE PA BPSK HECBKRIN CHER, FR (1) 
に 見 る が 如く Ak DC ON agO に 富ん だ 農 ACS So ALIRICIK ABI FT る 石英 ェ デル FI Ap 
岩 の モ ー ド (第 19 真 参照 か ら 推 定 し た その (BRS (EL, RH MBER 
WHI 10% の Or 分子 を 含む も の と し て , BPS Or pAbggAn, LE LTHEMOR 0) を 
FR (2) に 示す が , 両者 は 殆ど 同一 成分 を 示し て ゐる 。 HKAEMVOPARSIIENE 
島 池 田 附 近 及 び 大 阪 府 二 上 山西 南 附 近 に 産 す る こと は 周知 の 通り CHS, 


(1) (2) 
SiO。 68.44 67.7 
TiO, 0.05 0.1 
Al,Og 17.68 9 
Fe,O。 1.04 1.6 
FeO 1.00 0.1 
MnO 0.07 0.0 
MgO 0.40 0.2 
CaO 0.97 Ue 
Na,O 8.53 9 
KO 1.94 1.7 , 
P.O; tr — 
Ig. loss «+++. Sas 
Total 100.12 100.1 


(1) 北大 ) Se RRBR TIC k BA (EAR, 
(2) ARG RAP. HARE OH ILRI, 


Pe RD APE or CM OID 


> 


\ 
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ICES by BE RE RNS CHEE O AIC L, EC RT Se 
TOATASE ICE LAR IO Hh (CAMA BPR & WO eo HICH Lt 


深謝 の 意 を 表す る 。 
第 Ff 
& 
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ti \ 
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fi : 
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i“ a 
( ’. 
ee (2) yO 
LS 0 500 1000 1500 92000 素 
uw 


gt Ok me al 
(1) =FxrA BARB O BE I ET 


(2) V-<Y7HRNAT TI 4 b OI AE 

Il, FV GHERBORK 
HUEAE SM ¢ , AO BETH (H/T IL AAD T /) REBOOT, HB B HIRT 
SLES BRAK BBC RLUCEMAHICHA LTA SZLDOLEAbH 


本 212(18) HBR ORR SS B #2 262 


So BE UEIE ( OMB ICIS-CCOMBMMS 3. AMRVIC HERA 
fC, SL UTI D DFE RI LISA ICE IME BLS AS, BULEGEL ( , 標本 
を 得る に は 不適 で ある 。 然 し 此 庶 か ら 西 方 の 峰 に 上 る と 幸 に 探 右 場 が あぁ あつ © 
て , 新鮮 な 次 料 が 得 ら れる 。 HECOML bPHA\AREBGEE FOE 
Kic LCM L ORMBNS So ALAA GAR AE CMET, 
AO COMIC MORE TLD OWN,7 774 bH—-NF TI 4 PAO 7 
岩石 を 介在 する 。 BS, TERM BICH LUCHA AFA PROM ASAE 
WE FILMA ADIRICA DAB, BAIT ORFELILCREO RF 
ル 石 を 合 む 粗 粒 な る ペグ マタ イト 人 質 と な り , 更に 石英 を 含む 関 長 音質 の 部 
分 を 経て 本 農 た る エ ェ デ ヂ ル 石 関 長 岩 と な る 。 
Il. 岩石 の 記載 

a) = FIVER | 
OMRON, EHO MPI DIE LL, WMO =F FO 
SEATUB LIC HEL OULD RON XH EEO eB KDB ESL CD 
So TOU CHM DL CRB IC CH LER, BEE OBB aE IC > 
ー デ ィ ア ル 石 様 確 物 よ りな り , BREOMPANX7 bF74 PCH AZMASY 
つた 。 ニ ェ エ デル 石 の 含有 量 は 非常 に 不 均 一 で あり 多き 部 分 は 27% (容積 比 ) 
に 達し , 少 き 部 分 で は 殆ど 之 を 鉄 く 。 主 成分 は 草 長 石 , エ デ ル 石 , ベク トラ 
イト 、 ユ エー ディ アル BERS DH YD, HRA A, 炎 克 石 等 で あぁ る 。 
RANMA ICRI SHRM MAE PERO ML で ある 。 な ほこ と の 外 に 
僅 に 石英 を 含む と と が ある 。 


a SF R&R 
HRA 87.0% 
ェ デ ポル =} 4.0 
ペク トラ イト 2.3 
ュー ディ アル ARMY 6.6 
hie A 0.2 


| 
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BRAY LDL AREEL, BME LAMKO TAS 4 PME RS 
LOL, APU EMROMMERTLOL SD KERR S 3.5~5 
REICHEL, SPARE ARS, と の 外 更 に 簡約 0.2 FERRO RRO ADS 
集合 的 に , 或 は 間隙 充 幸 的 に 存在 し て ね る 。 ェ デ ル IAPR RE TERE 
xAL,KeS 0.2~0.3 ORO tia t. “77 b4bROs-F 47 
We AVERTED & FEC FEEL, BEI E eM FUN IC MIF TEL TOS. : ペク ト 
74 bei, Spices CHE ,-AALAoOm< 125. KS 
L.O~1.5 HICETS4L0OH), ABMEPABLET, ネー デイ アル 石 様 
MILA ¢ MME LR SH 1.5 HE 無色 で 屈折 率 は ペク トラ イト に K 近 
いい が 複 屈折 は 極め て 低い 。 伸び の 性 質 は 正 で . それ に 直角 に (ERIC FFF 
A>?) SiS 0 黄 終 色 の 微細 な る 鹿 其 物質 を 多く 含ん で ゐる 。 

b) BERFLERES 

前 記 モ デル GDNRAO-MRM CHOOT, ERA RA, =F AD iil 
BT Ik AE CARA, BIR G CHL MEMO ET 2 55 — ROU 0 CHS. 


第 aL Ed 
a 英 4.2% 
me G 87.9 
TARE 1.0 
nFN AB 6.9 
m2 母 0.1 
100.1 


HRAOMIKIC AMO =F? HNLHOWA LIAL < BUWIEL SBR 
DIMN4PMMGEET LOL FHWA SHROMMEETLOL BK 
PDAOL SHV OMNHS, ~FAUHOKEAS, HEMT FLAWERO 
場合 と 同様 で ある 。 微 釣 長 右 は 他 形 を な し Komi CL. IEG I 
充 圭 的 に 含ま れ て ね なる に 過ぎ な い 。 その 外 極 く 僅 に 黒雲 母 の 鱗片 区 集 合 
を 含ん で ゐる 。 ; 

c) AYVRAbFEROP FFA FRSA 


1) 多少 の 加里 長石 分 (恐らく 10% At) を 含む で あら うう 。 第 16 HMHABSR, 
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{HHL > AOSHI EAT AB CHR ICE BTEAT S74 A, 
花 開 岩 に 近 き 部 分 は アプ ライ ト 質 と な つて ゐる 。 ペ ダマ タイ ト 質 の 部 分 は ] 
優 白 色 で 長石 及び 石英 の 互 上 曲 が 文 谷 構 造 を な し , その 中 に HFA 石 を か な 
VEL BATHS. アプ ライ ト 質 の 部 分 は 優 白色 , Me CER a BIC MRR 
に 染み 込ん で ね る 部 分 も あり , や は り ェ デル 石 を 含む 。 主 成分 は 微 妊 長石 , 
WER, GEC, MRA =F HTOWCHES. ORG, WEA, BIE 
ABSA LIKE AL, TOMMICMKO=F. ABRGLTHS. # 
長石 は アル バイト 双 卓 を な し , KMDPARBPRREE ASK, HICZE 
示す も の が ある 。 以 上 の 碗 物 の 外 に 少量 の 購 雲 母 の 鱗片 集合 骸 を 含ん で ゐ 
Bo 
‘d) エ ヂ ル 石 花山 岩 

岩城 島 花 賠 岩 の 中 , LCP EES 2 OF MIC VMI BERS 
・ に ェ デ ル 石 が 含ま れ て ゐる と と ・ い , 和 妊 長 石 が 曹長 石 か ら 成 る と と を 特徴 と 
する 。 本 岩 は 白色 の 長石 , 御 透 明 の 石英 及び 黒色 金剛 光 澤 を 有する 黒雲 母 
より な る 粗 粒 の 岩石 で , =F AOLAMARREL ETS. 構成 奏 物 の 
割合 は 第 三 事 の 如く で あり 石英 及び 微 衝 長 石 を 多量 に 含ん で ゐる 。 


第 SF 表 
B BE 31.3% 
HERA 29.7 
UNE 36.5 
時 雲母 0.4 
ェ デ ヂ デル 石 21 
100.0 


ERINAUGET WS, FE, RF, EEC, URN, 
類 で ある . WAHL TNORANBEE Ke L, 叉 ペル ト 石 構造 を な し て 
Bo WR ( 其 の 大 部 分 が より 基 性 の 鋼 長 石 の 間 長 石化 作用 を 受け た も 
の と 考 へ る )。 は 件 自 形 で アル バイ ト 双 唱 を な し , 借 に 果 項 構造 を 示 し て ゐ 
Bo エ デ ル 石 は 普 長 石 の 細 料 結晶 と 共に 料 誠 集 合 醒 を な し て 散 奉 し 叉 時 
EMAL ALE I LORD 少 い 。 鐵 時 類 は ェ デ ル 石 と 共存 し 赤 鐵 忠 に 属 


| 
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する も の と 思 は れる 。 

e) 黒 霊 母 花岡 岩 

本 島 を 構成 する 主要 な る 岩石 で , 本島 最高 対 近 を 除 CAB IC HH 
S%, HIT BUC LX BS LCS, HALON BRA, GEOR, 
PEW OBKRRO KBR & BT S BHO MEL Ok AH RO 
AC, =FUGBALBALTEB EY, ERDAOREA, FEA, 石英 及び 
SEAL TC. BURP (REE U RELI), 白雲 母 , BK, Fr av, 
RAECHS. HRT MOAGA IL WKOM ) CHS, 


第 表 
I II 
Bi 42.0% 47.8%, 
REE 25.0 17.4 
LOR A 31.1 31.5 
gS 母 1.9 3.3 
100.0 100.0 


BARALGARGHSEL AL BRAT UNA PRMGROEOXN I ZY 
VRE KU CRBPHBEL ART LOH), CORAABOMA KARAT 
MAMIAHRACHS. PRCPABLET. 石英 は 他 形 を な し その 量 約 
45% に 達する 。 RLAAAVEPABCEUCHEL, ELEC 
X= KREBS. YS=Z= 濃 褐 乃至 暗 窟 色 で あぁ る 。 鐵 確 類 は 黒雲 
母 に 件 ふか 又は 他 の 碗 物 の 間隙 を 充 十 し , 又 白 震 母 は 長石 類 よ り 二 次 的 に 
生成 され た も の で ある 。 KG, Fr 2 Slsoihree EU CRESHIca 
Bet bi, デル コン の 周 園 に は 多 色 性 電 が 見 られ る 。 な ほ 黒 雲母 及 び 長 石 
Home kM UCKIEH, BRE, 白 チ タン 石 等 を 含む も の が あり , DLS 
も ゃ も の で は 和 鶴 長 石 も 曹長 石化 作用 を 受け て ゐる 。 

f) リー ペ ベック 角 了 内 石 ア ブラ イト 

DEEJEMEE ACI CHS. や 暗色 を 時 する 中 粒 弘 密 な る 岩石 
で , 8 ft LC REROICRREO I -AY FANE BATHS. 
ERDABARAE BRA, ECHR BEE, V-AY FHA, Fr 
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ay CHS. HUNIEMWIERORE ik LEAR ERT. CAE 
OSLETHNBE TBE L, BHEGAT 2S 7 DUE LC RRREE ART, | 
LOR RBEDEME POOL  KHRADEWRACSSZ. B 
Ea Sse LC X = RH Y= Z = CHS, リー ベッ ツク 角 
関 石 も 多 色 性 著しく X = eee Y = 淡 宰 黄色 Z— RTH SD 
Ill. 皇 橋 成 斑 物 の 記載 

a) #RA 
ARO, =P BERL £ OMB eS BK =F ABE HO 
4 Olds © BARREL RS A, アプ ラ イト 質 岩 石 及び ェ デ ル BEMBO 
LOCHHRICZERT LOBSS, ZICNHELCABOLECEAT ima 
D&OICHOTARIMGHM APO DVEE FIC PSHE BENS. ZR 
Hic LD MAAS EWE L7H RIA ICRI Nt , =F BME, BIE 
ェ デ ヂ デル 石 隊 長 岩 , アプ ライ ト 折 岩石 及び ェ デ ヂ ル 石 花 賜 岩 中 の る の は 殆ど 同 
LAV L, “=1.529 y=1.539 y—“=0.010 CHOTHEAF (Ams) Ic 
局 す る も の で ある り 。 NEWB CNO-CMO7c NIE ILA 
の も の が 1 エ 7” な る る も (An4 に 相 営 する )。 中 に 15°~13°(An7~10) OME 
DOBBS. =F AEB BO % OWE BILE ES ER, 
彰 長 石 C に な つた も の で ある 。 EBOREVGEMA NO LORUTNEN 
リー ベツ ク 角 阿 石 アア ライ ト 中 の も の で は , TOMB (« =1.538 y= 
1.545 y—%&=0.007) か ら み る と 次 曹長 石 (Anr8) で ある が が , 最大 将 竹 消 光 
角 を 測定 し た 結果 は 棚 心 部 は 6°(An 18), 外 園部 は 14°(An 9) を 示し た 。 
関 長 岩 類 の 草 長 石 の 題 徴 鏡 下 に 於 ける 展 湊 に 三 つ の 型 が ある と と は 既に 
Ute, 其 の 一 は 最も 普通 な アル バイ ト 双 上 品 を な す も の で , 直交 = ュ ル の 
FCMIPBMGOMERT LOCH S. HOLA MRT 2-4 PRA 
i TOE TCH) KORPOMEMLET SLOT, 第 一 の も の 
LITAWICRS © 5ICH2 BOL EWR= 22M LOH 3 2, 


1) 但し , 多少 の Or 分 子 を 含む も の で あら 5 う 。 第 16 HIER, 
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局 通 常 の アル ベ バイト 双 上 品 と 同一 の も の で あつ て , BAHMBE( MoT Hh 
BEV CH S7eb CHS (AHH). 特に ペダ マタ イト 質 岩 石 中 の 大 な る 
間 長 石 は か いる 構造 の も の より 成 つ て ね る 。 な ほ 同 一 結 唱 中 に て も 一 部 
LIB OKT V-N4 PME L, 他 の 部 分 は か ヽ ゝ る 不 規 則 な 接合 面 を 


第 FR 園 


不 規 則 な る アル メメ バ イト 双 上 品 を な す 草 長石 


示す アル バイ ト 双 卓 を な する も の も ある 。 其 の 三 は 小 な る 粒 其 を な し て ェ デ ぼ 
久石 ,) ポ クト ライ イト, ユー デイ アル 石 様 礁 物 と 共に mortar structure を な 
LUFT SEODCHS. BD OMS PBULAS MAKE C0 HMABic 
は 差異 が な く , 従 つて 同一 成分 の 草 長 石 で ある 。 

b) MARA 

AR Mlk =F BARA ICL EENS, FORA SARA FU AN 
長 岩 , ア プラ イト 和 質 岩 石 , 〒 エ デル 石 花 賠 岩 の 順 を 追 つ て 共 の 量 を 増し , BRE 
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母 花 韻 岩 及 びそ れ を 足 くり リーベ ツク 角 関 石 ア プラ イト 中 に は 最も 多量 に 存 | 

する 。 SAGGEE IC -RICB LC BOTH T, 何れ も 微 衝 長石 構造 を 示す 。 

MEIC CHES S RMB BHR ICHAT Wn CH), 各 岩 種 を 通じ て 何 
BRR FHF AORMMPICRAOMHFE RTA 


EE ot 0 
mks | we | Rie [AE TF omom mnt 
O ペク トラ イト 
a=1.528, ュー ディ アル ん 石 様 ; 
ェ デ ギル BARB — y=1.539 —|—|0O ey 
a=1.53!, ERE ‘ 
y= 1.539 BITRE 
a @) 
A & «| P=1.525 pend 538 
O 
ペグ マタ イト 質 a=1.529 
及び アプ アラ イト |a==1.519, | y=1.539 GO | 6 
質 岩 石 r= 1:526 | c—1.529 
y=1.539 
O a=1.531, 
a=1.519, | y=1.540 EG 
a Fr BAC HAH | y—1.524 | a=1.531, OONG ae 
a=1.518, | y=1.539 
y=1.525 | a=1.530, 
y=1 538 
a=1518 TERA 
y=1:526 O Ae 
2 TE hid BH la=1.520? a=1.538,] O | O | — |RRRG 
y= 1.525 y=1.545 Fray 
a=1.517, fa fie A 
y= 1.525 
A O ’ 
| リー ペッ ク 角 関知 。 こ 821? a= 1.538 | olo - I—“~»7 BAB 
Re Wee Ses y=1.544 ee: 


一 印 は 不在 を 意味 す 。 
れる も 殆ど x 一 I.518 y=1.525 p—x1=0.007 で あつ て また いづ れる も 光 軸 
角 が 大 CSE: 負 ) で ある 。 殆 ど 純 粋 な る 加里 長石 と 認め ちら れる が , fad 
HIClt-<r b NEES kL CWE BE WAT SI BEBE L CORALS 
少 の 曹長 石 分 を 含む も の で ある 。 

c) A 

ェ ヂ ル 石 隊長 岩 に は 殆ど 合 ま れず , 石英 そ 〒 ヂ デル 石 病 長 岩 , ア プラ イト 人 質 岩 
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Fi =F VBE, REE HOMICLORE MINT 3, HICK 
形 を な し て 存在 する 。 ; 

d) R2es 

RPUGEH, 石英 ェ デ ル AER, TITSA PREPARE ER 
き , HFN ALE Ba CABO MENTE ARO TNEN (I-A 7 角 
関 石 ア プラ イト 中 の 成分 と し て 存する 。 但 し 大 の 量 は 少 い 。 多 色 性 著しく 

X= 褐 黄 乃至 終 礼 色 Y テ 2 REMC SC, 自 形 乃 至 午 自 形 
結 品 を な す 。 

e) エ ヂ ル 石 

= FUE, 石英 = デル 石 関 長 岩 , ア プラ イト 質 岩 石 , = デル 石 花 立 
岩 に 含ま きれ る 。 主 棋 の 黒雲 母 花 賠 岩 及び それ を 綱 く リー ペ ベツ ク 角 関 石 アプ 
ライ ト 中 に は 存在 し な い 。 科 0.2 へ 0.3 HMORIKO RANT, Hho BEM, Bl 
へ ば 曹長 石 等 の 粒状 結 品 と 共に 間隙 充填 的 に 存在 する 。 ま た ェ デ ヂ デル AWK 
内 に 於 て は , そ の 外 ペ クト ライ イト, ユー デイ アル 石 様 確 物 と 密接 に 件 つて 産 
$4, (110) K& (1I0) CEB AHIDS YAMA. (硫黄 を 飽和 し た ョ ー 
EX FL YIRO MARAE 0 Gv), tials 2V(—)=67.5° tA KAC 
=4~5° X= feet, Y= We 2 一 褐 黄色 で あり , SHELLY 

f) ペク トラ イト 

=F A Ra hic ABR ABEL. 〒 ヂ デル 石 及 び テ ユー ディ イア ル 
右 様 芯 物 と 件 つ て 存在 し (AC I, 2), b 軸 の 方 向 に 伸び た 無色 柱状 の 
結晶 で , (L00) 及び (oor) ic Bebe] 564 C VG PiliM Mii] PAI We * 90° で ある 。 
も =z で 仲 長 の 性 質 は 正 , 光 軸 面 | (oro) で ある 。b 軸 に 垂直 な る 薄 片 で は 
殆ど 直角 に 変る 二 方 向 に 沖 開 が あぁ つて 複 屈折 低く , b ICE TK Zi Ce 
aH CHS 0, 直 消 光 を な し て 複 屈折 が 高い 。 UEC RAE 
の 結果 は a=1.60r P=1.610 y=1.64I y—a=0.040 な る 値 を 得 た 。 
また 自在 加 超 誠 に て 光 軸 角 を 測定 し た 結果 は 2 V(+)=50~55° を 示す 。 

以上 の 光 幡 的 議 性 質 並 に 関 長 岩 に 産 し , エ ヂ デル BOWMS HEM cS. 
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A OPIRLUVND bIAPRSCEEMS, ABMICOW TLE MK 
OWED OY, AH rc HC ikAb USS IC AT S HERA DA ICH CMR 
ARK LCR Bi, MEMO RABE kL, EC SORML LT 「 
曹長 石 , 監 関 石 , ミ デ ヂ ル 石 等 を 伴 ぁ 。 比 較 の た め 北 海道 産 及び 外 國 産 ペ クト 
ライ の 光 在 的 性 質 を 表示 し て みる と 第 六 表 の 通り で ある 。 

ek OR 


a p |» | ya 2V EY 


I. 北海 首 十 龍 産 | 1.594 | 1.603) 1.631 | 0.037| 59°57’(#R4%) | (+) 


Il. 同 yam] 1.594] 1.605 | 1.632 | 0.038 | 64°50* (im) (+) 

IIl.-j ew] 1.595-| 1.604] 1.633] 0.038] 60° 1’ ( 同 )) | (+) 

TV. 40% Bergen) 1 595 | 1.606 | 1.633.| 0.038| medium large | (+) 
Hill 産 

V. ny yKolage| 1.610 |1.642(?)| 1.643} 0.033 | 53° (4) (2) 

VI. 33 dk ve} 1.601 | 1.610] 1.641 | 0.040] 50°~55° (+) 


I. 一 11I. Bak BABAR 253 FB. IV. E. S. Larsen : The microscopic 
determination of the nonopaque minerals 1921, p. 118. V. American 
Mineralogist Vol. 11. 1926, p. 298. 


8) ユー ディ ォ ア ル 五 様 春物 

ェ ヂ ル 石 関 長 岩 中 に ェ デ ヂ デル 石 及び ペク トラ イト と 任 つ て 存在 し , SEF 
無色 , 多く の 場合 短 人 欺 の 輸 廊 を 示す 。 Bi CHT ¢ — LRRD Jn 
く 見 える が , 伸長 の 性 質 が 正 な る 和 忠 が 之 と 相 異 する 。 (OCH Ic HHS 
り , 次 継 色 の 微細 な る 鹿 其 物質 が 特に その 外 園 , 割 目 , SPI IC oc Se 
せら れる 。 浸 液 法 い ょ D ARB set SHR w=1.610 e=1.607 の 一 
£=0.003 を 得 た 。 王 渉 像 が 不鮮明 で あつ て (Rui CT LMAR CHU), 
光 卓 性 決定 が 困難 で ある が , H* OBL D BBL CH MIATA E phe 
Ran, ULI EEG CH VD, 伸長 の 方 向 に 直角 に 光 軸 が あつ て , その 方 位 
は X CHS, ェ FAG HC AO MIC EA LOS BRAGS 
含有 せら れる が , KOREA A & LAPS > HEEL D838 Hh, Lo FP HE © BE 


1) 原田 準 下 : ILM Fb bE (BR) RRBABBAR, 


a 
右 下 


F 2 Rm KR 本 221 (27) 


AY FARO FL BORA (REOB 8774+ TER 
B:=F7 A HEM: BEA) Pfpaan x19 

ペク トラ イト , テー ディ アテ アル GRMYRE=AF A BORA (HSB5 
の 見 らち れ る 移 々 白き 部 : ベク トラ イト 大 色 の 部 : ネー ディ アル 石 
BOE ew: ェ = ヂ デル 石 ) 正行 = コル xii 

= えー ディ アル ん 石 様 媒 物 (大 色 の 部 。 他 は 草 長 石 ) 平行 = コル x Il 
Hickey oD 
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WDE Sts C LICE D, LAM LZ OM, MT OMRBROP EE 


DEUIC LOCH SNS. 
APE DAATAF AHL VD (LEOHEMO HE SNSTER., HICH 


鮮 訪 戻 山 の へ ぇ チン グ ス 角 関 石 圭 右 関 長 岩 中 に 含有 すら れる と と が 報 ぜ ら 


NCH SAB”, 光 夏 的 性 質 そ の 他 の 次 料 は 記載 され て を ら な い 。 外 國 産 の 
LOLA LIL LCHSL,GLHROMC KS. 


oe ae: 
| E | @ | : E~w 光 BB 性 

I. Greenland 産 1.610 1.608 0.002 (+) 
II. Umptek, Kola 産 1:613.] 1-610 0.003 (+) 
III. Lujaur Mt., Kola # 1.606 | 1.606 0 (+) 
IV. Angvundascorr, Kola 産 1.593 0.004 (+) 
V. Ljawajoka, Kola 産 1.604 nearly isotropic | (+) (Mesodialite) 
VI. BRIS 1.607 | 1.610 0.003 ‘es 

I-III. J. P. Iddings*: Rock Minerals. 1911, p. 440. IV—V. Neues 


Jahrbuch fiir Mineralogie, Geologie und Palaontologie. I. 1931, p.364. 


Fr PEMD & BEIT RAK SIV CHO S2-FAT NAGS lk—HHPER A eB 
TL MO AAS IC HRT OULD EET ZOARGSP, eF A BHO 
BEM MEOTT 1 mE (RICREBRA) ICMTSTL REC —ReT 
る が AIRWO RO BYEICRE CEL. HM BSRAROsHIC EHIE 
A. IRI CAG VAR EAL, WUT IC TR MICS HE MERT CL 
が ある が , MMWR OBERT IC CE 多 色 性 を 示さ ず 無 色 で ある 。 = 
ー デ ィ イア ル 石 属 で は 光 加 性 正 の ェ ー デ イィ アル 石 か ら 。 HO2-—-327 Gri 
移す る (その 中 間 の 殆ど 等 方 農 の も の を mesodialite と 呼ぶ 9)。 も の で あ 
So APRIL He SMICR Titty LS 2 - ar GL—-RTSR, 届 


1) GS Ws WRMRWES-2z2F YT RIC T, (HERA 26 AHS 2 BR) 
2) A.E. Fersman : Minerals of the Kola Peninsula. (American Mineralogist 
Vol. 11, 1926, p.289) 2eFR, 


| 
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TAB -FATAGICHMWT SOC, MC 2A-FAT 2 GRIMWEL 
て を く と と に し た 。 QURMTRY MUTT L, その 化 息 成分 を 確 め る と 
と が 望ま し い が , 不純 物 を 多く 含有 する た め Hitt SHAMELESS TC LAB 
め て 困難 で ある と 思 は れる 。 
OV. 結 語 

岩城 島 テ = デル 石 関 長 岩 は 時 雲 母 花 局 岩 を 貫く 小岩 株 養 岩 能 を な す も の と 
老 へ られ , 曹長 石 ), ェ デル 石 ), マ クト ライ イト, エー ディ イア ル 石 様 奏 物 等 の 合 草 
達 忠 物 類 を 以 て 特徴 付け らち られ て ゐる 岩石 で ある が , DLA NAY BBE 
の 周 線 部 (に 石 甘 を 含む アプ ライ ト 質 及び ペグ マタ イト 質 逢 石 を 有する こと 
と , また 別に リー ベツ ク 角 了 関 石 の 如き アル ヵ リ 角 関 石 を 含む アプ ライ ト が 
CRE TEM AL CHEMT ST と は 奥 味 あ る と と で あつ て , HS 
の アル カ ヵ カリ 岩 が 花 内 岩 質 ア プラ イト 又は マグ マタ イト と 胎 接 な 闘 係 に ある 
岩 右 た る と と を 示し て ゐ な る も の と 思 は れる 。 ェ デル 石 病 長 岩 の 構成 距 物 ょ よ 
り 見 る も , Hela aB ic BSC PSR ALTE fig FIC IE LC SERN 
の 現 祭 (花岡 岩 の 終 長石 の 曹長 石化 作用 及び ェ デ ル 石 の 生成 等 ) か ら 見 る る も, 
DARA = RASH CHEECH A CAREDLEBASNSB, それ と 共に 
BED CAR TERMS MMICLSLOCSShIt, HHS L MYT 
興味 ある 問題 で ある と 共に , また 解決 に 困難 な る 問題 で も あぁ る 。 BRAG 
石 等 に よる 用 圭 酸 作 用 を 示す が 如き 徴候 の 有無 に 就 い て は , 特に 注意 し た 
の で あぁ る が リ , 之 れ に 対し て は 積極 的 な 手 掛 り が 得 ら れ な か つた 。 R.C. 
Emmons (276 fa AROS Rasa ES O3B_b, 分 別 康 を 受け た 場合 に , 極め 
て 石英 分 に と め る 残 液 が 光 出 する と と に ょ より , 関 長 岩 質 岩 石 の 生成 を 考 へ 
CHS”. 若 し 此 の 際 , 曹達 分 に 比 し て 多量 の 加里 分 る 取り 去ら れる な ら 


1) P.Eskola: On the Igneous Rocks of Sviatoy Noss in Transbaikalia 
(Oversikt av Finska Vetenskaps-Societetens Férhandlingar. Bd. LXIII. 1920 
—1921. Afd. A. No. 1). : 

2) R.C. Emmons: The contribution of differential pressures to magmatic 
differentiation. (American Journal of Science Vol. 238, 1940 p. 13) 
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ば , 之 は 草 達 分 に と め る 関 長 岩 質 岩 石 の 生成 を 廃 明 す る に ある 程度 好都合 


で は ある が ; 此 の 種 岩 石 の 産出 は 極め て 稀 で ある か ら , か る 解 種 のみ で は © 


満足 する と と が 出来 な い 。 現在 筆者 等 は その 生 因 に 開 し て 満足 な 読 明 を な 
し 得 な い ぃ ので, ZEBROMML LCHTTES LARKTCAEORRE 
BEET OD EBT SZ ICILDS o (AM MAMMA Hh BAS) 


Gk Dh OB & (Vv) 
Al, Sn, Pb, P, As, Sb の 鏡 検 分 析 


Some experiments on microchemial analyses (V) 
Microchemical analyses of Al, Sn, Pb, P, As and Sb 


meat BH 俊 F(T. Sud6) 
Fives J) (Al) 
Staples?) AAR L7H Rp GIECHS AZ. MINIS 臣 化 アル ミ = ウ ム 
Ove & ARREST OL, ERO _hIC SV AF VARY A eH= ウム の 秀和 溶液 


モリ ブ デ ン 酸 アム モニ = ウム に よる アル ん ルミ = ウム の 反 應 (XZ) 
を 加 へ る と , 第 憲 賠 に 示し た 様 な 無色 の 中 と ん さ ど 正 方 形 に 近い 壮 形 板 秩 の 


1) JOR Hat (EERE ( 増 訂 第 四 版 ) (内 田老 徐 周 本 行 ) に よる 。 
2) L.W. Staples: Amer. Miner., 21 (1936), 613. 


4 
b 
2 

J 
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UGLASS 。 沈 濾 の 組成 は を キリ ブ デ ン 酸 アル ミニ = ウツ ム ・ ア ム モ ミツ ム で 
3(NH,),0 - Al,O;- 12M00,-19H,O と され て ゐる 。 こ と の 薄板 欺 の 沈 滅 が 
HCV LS se EEN TCHE YD BORD, 叉 板 癒 の 面 が 菱形 に 般 曲 し て 
ゐる こと と が 屋 々 見 受け ちら れる 。 

第 王 鐵 や 上 逃 せ る モリ プ ブ デ ン 酸 アル ミニ = ウム ・ ア スモ = ウム と 同形 の 無 
— BOUMEAL, COMET THR TAIN 2 = VADYRO 
ICL BUT ST EBMAREVAD, KORMIC CHILES, 印 ち 沈 減 の 
ENGR RT AS H=TEMAZE, KHOA 2 = 04, BrugoWnoe 
A POURIRAIET SBS, EOBAT 2 2 = 7 ALOHA OMA aw = 6 
WIR T ODS, AOL F OVINE Se BE IC BEE LIZA BAM LTD CO 


第 FH ff 


Mikey onick O$ORRE (x 400) 


CHINTZ EDHRS, POMEL A 2 =VAWEF TF ZBAIcCAEE 
BRITS CLATCORMCANHCSS. 
ff (Sn) 
臣 化 モ セシウム に よる 方 深 。 
FG (CS BO PRR ARTEL, WTA 135 の 臨 酸 で 侵 解 し , Heit 
LUADMBEMAS &, 微細 な 光 移 的 に 等 方 性 の 無色 の 八 面 鏡 の 形 を し 
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FUMIE S (FUG). TCOMMO MMs bo HMRxe ov 9A (Cs。 
SnCl,) で ある 。 MMHOM 4 y OBE AM. VEVTEMBBELV 
PK OS 4 + vy OBEEMSAKST YS ERRMOBASE IC HURL So 
$4 (Pb) 

ACH VICES Hie , 

Hai ic kS Dike 

DLE@ SI IRIC HET IL BEBO BB (I) を 参照 され た い 。 

重 ク r ム 酸 ア ム モ = ウツ ウム に ょ よる 方 法 。 

ERG DR & ARNT L, TARR (1:5) を 加 へ , 20 ペパー セン ト の 重 ク ョ 
ム 酸 アム モ = ウツ ム を 加 へ る 。 第 参 周 の 如き 形 の 黄色 の ク ョ ム ぇ ム 酸 鉛 (PbCrO』) 


第 参 男 


重 ク ロム 酸 ア ム モ = ツ ム に よる 鉛 の 反 應 (x 80) 


DUM % EF Zo 

i (P) 
DROIT ES CL BELA ARON ICHOTCHSrb, BRIE RR dSsE 
に 考 へ られ て ゐる 。 以 下 に 逃 べ る の は 何れ も PRIEO MBI GR CH Bo 
SYVAFYRTABAV ACES HR 


PRY —F OVER ARNT LAR IMS CHC RL ETS 


€ 


#8277 Fx R 次 #227 (33) 

ン 酸 アム モ = VAD E INN, BIE CHUET 2 &, HEOMMOMBE # 
ずる (第 四 園 )。 CHMRICHL2 SPARAMETS 3. UMOM MIL ~ Y 7 
FVIBT AEAVATHS. TCORMIALMICS TF vy OFM RMIT B 
— WOGNSe EAGT SHY CHS (モリ ブ デ ン の 項 参照 )。 


ZVASF YR AEHVAKCKSRORM (x 84) 


WE, HSK, NTF Vy O=HOCOTMLK*AMBL ROCHE SFY RT A 


ea VW AICHE) REV A FYB Ae=VALABOMME AL, それ ら 


(EBAGE FO RO EO Db CARUICHEIT ST EBAHETHSH 25, 
TORMIAROS OFF BRM ERS.7 LIME, LOEOREV TFS 
VIRT A= VAODMIBIALE ~ (CHA LTRS LOTHSB, YP Limos 
EPO AL LADTE SNS 。 し か し 温め る と 人 李 の 元素 (MINI beim ats 
等 ) の モリ ブ デ ン 酸 アム モ = Y KIC L SUAS, LV MAIC HA LCA ds 
b KOC ORMEL ROE TEDO AIG AT S GRE UCASE, Ui 7 
いで 行 ふ 。 RO OKRMICLMROGHAYE CHS が, BAZ IRRO FE 
で は モリ ブ デ ン 酸 の 白色 粒 其 の 沈 濾 を 生ずる 。 こ と れ は 色 か ら ゃ も 上 逃 の 焼 の 


BERR MBRKR EE 


本 228 (34) 


YOR LAD ICHMT 27 EASHAS. 


HAMRERIC £ BH 
BEM 7 — ei PRRNET L, WET MORE (ZS 5) CRMEL, BORA IC 
SAL CABG L, TALICAKE MATH FT.  TALICHABRERO ir & IMSS 
と , 滴 の 終 に 黄色 の 反射 色 を 有する 第 五 彫 の 如き 特色 ある 三 射 状 の 形 を し 


第 五 Oo 


AMPS IC k SBD RE (x 80) 


TBR (AgsPO,) OUME AT 3. HED BANE A oy OIBBEA ABE 
& L, BRIS PHEICRROT EBM CHS, 
ft 3 (As) 

RAGA VIC ES HE. 

TALIS BERRA OTO Ee is (I) を 参照 され た い 。 

モリ プ デ ン 酸 ア ム モ = ツ ム に ょ よる 方 法 。 

BALOLME HT: 5 の 春 酸 に て 分 解 し , HEME HO 1: 5 の 春 琶 で 侵 解 し , 
モリ プ デ ン 酸 ア ム モ = ツウ ツ ム の 小粒 を 加 へ て 源 め る と , KOMBL DAS 
FFVET AS =VAOKED DIE APS. THIde= 
RMT AS= 7 AOPR (Gl) LABORMCSOCHOADDS EMEC 


7 


デン 


fh 279 fF Rw 本 229(35) 


| «IAHR. KICTC ORM AHEOS O'REI DBRS, 
AEN GRICE TC ik HERO RMR LE LUCH CHUB NCH 
Hear aes varcraHK, 


i 
| 
i 
| 


重 ク ロム 酸 ア ム モ = ウム に よる 克 素 の 反 應 (x 160) 
第 sa fal 


Wy © 
& meee © 


f 
0 
0 
Mis 


es 


Bifkex ro nick SMEHORME (x 450) - 
BAAL ENDED DO te TARR (I : 5) CONE L , ZERERCIA L, WETICE 15D 
WER EIN CBRL, SMNICH 7 RP AMT AS HRATVAEIMNADZLROFGE 
DEA ICME O TARE (VOTRE OPI E AT 3 (第 六 園 )。 
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訪 化 セシウム に よる 方 法 。 

BALE 1:5 ORAM COMA L, ARGC L, Pc 1:5 の 契 酸 で 伺 
解 し , (bey Y AOU INAS LHORKOLL ) BOSE ) WRECK 
い (六角 形 の ) MEDRRME ASS (第 七 園 )。 MLABTS &, Bltxry 
ム に ょ る 鐵 の 沈 滅 ( 鐵 の 項 参照 ) を も 生ずる 。 

アン チ モ ン (Sb) 
臣 化 セシウム に よる 方 法 。 
PRICE % WR (I : 5) CANAL L a, PEPE L, WETADE & EMR (I: 5) THE 


Ss NN 園 


皿 化 セシウム に よる アン チ モ ン の 反 應 (x 180) 


解す れ ば 看 化 アン チ モ ン (SbCl) EATS, LB 
Sb.S5 + 2HNO』 = Sb,0, + 3S + 2NO + H,O 
Sb,03 + 6HCI = 2SbCl, + 3H,0 


BAT 75 fABK OVLIB (3 CsCl- 2SbCl,) を 生ずる (第 八 園 )。 検 液 中 の アン | 
チェ モン の 濃度 は 中 位 と し , 臨 化 モ セシウム の 大 きい 粒 を 加 へ た 方 が よい 。 
湊 化 ヵ ゎ り と 臨 化 セシウム に よる 方 法 。 


$a 281 A eH RoR 本 281(37) 


PRACT & HABE (r : 5) で 分 解 し , VAI REPEC L., RETR BRIc HEM (1:5) を 
加 へ て 侵 解 し , - と れ に 湊 化 カリ と 臣 化 セン シ ッ ム の 粒 を 加 へ る と 直ちに 美 く 
LU 5B REO KN MIKO Hdd (SbI。・3CsI) を 生ずる (第 九 園 )。 TO 


第 九 Ge 


< nah 
1 Sy 

oO ke © a る 
haem eo 
9 pres 


Rityy LMike rv vsickoaryFeyvORM (x 120) 


RHE IAATO Mb~e 2 VOICE ARIEL VISSDICRB CHS, (AE) 
CORBCELARALAGRRAT LURID KARMAWRICLELOTH Se 
IRL CAG ICE RHEE CKBCH 50 (KRTRABMARMMBEE) 


TRE BR 


BRHB 新入 ARS STA (PIM 81 加藤 ピ 
ル ) ADH (IS ATT TARA) BARRA (Ia) 
前 ) MBE SHATALIS (BURT MASERU 8) 伊 闘 悦郎 娠 (北海道 
PARTIALS 71 部 際 本 部 ) 大 森 治 竜 君 (朝鮮 威 北城 津 府 如 町 606) 木 之 内 意志 君 ( 水 
戸 市 東部 第 42 部 際 西 村 際 ) 有 短 行夫 君 (三重 懸 四 日 市 市 具 塚 町 有 竹 信 秦 方 ) 片山 
BSE (MAM BSLTRREN AUBERT) 西村 隆夫 君 GHB 
第 18 軍事 郵便 所 気付 満 洲 第 213 BBCI) 村岡 成人 君 (BERRI ADC Na 


本 282 (38) HBRORKREOSB : $282 


AMA LE) MAMA (ATARI LAR ARITA (Kemer 
HM 1019) RUE (BPRS RCRD 902 hate) IPL aa ( 岡 人 
LMSEBR TLE 448) RHR (ENTE LAER ERE) OPE 
“SHEE (PUNT CHEWED) MEESTER 2 7 20) RE RRBELLY 
(KRAPGTAMDCON) MP HLS SPAT LN Bit 
GRETRMANERTIE) KRUPA (Eee) 日 
AASB ORL (名 古屋 市 西屋 則 武 新町 1 7 1) 米澤 利明 君 (ac BS BREE 
課 ) 森田 量 柴 君 (宇都 市 草 江 立田 建築 方 ) 日 本 板 診 子株 式 會 訪 四 日 市 工場 (三重 見 
四日市 市 千歳 町 2) BRACE (AACR) AM (8 BEY My 731) = 
FP ORLY BLOG (PALLET AE 448) BORER MER (THT 
市 赤土 崎 353) SSA GORKSE RELA 6 7 1265 et) 綱島 宏 君 ( 東 
SAUER > ARMY 3 7 483) FAR (EBERT 11 FE) 西村 宏 崎 
君 (RASS EA) PRBS (Re LR 

UE PRE ( 彰 鮮 注 津 府 相 生 町 5 松田 : 各 鏡山 事務 所 ) BSA (東京 都 中 

野 屋 本 町 通 4 2 26) 日 本 鋼管 店 業 株 式 會 在 企 加 部 調査 課 (東京 都 下 町 鹿 丸 2 内 1 丁 

2 25h 1) EPR ET (東京 都 板橋 屋上 諏 笑 町 3 2 6113) RRA H (LENS 

Se FRCL OY ACH ATR PEAS QTE) SG (HE SPH ERY 263 = 

RAH) BE 和田 徳 三 君 (AE RRC NS AGRE) RABE AM 

THREES 5S SHEARER @ AL) 森島 正夫 君 GOATT_ESI DLT 36) 濱 

EH OTSA 7S HEPA) AR GIR REE ey 

27 195 KAREN STOPES) RU GBR ONBOMSMaaAS 
ay REIL IR ROE EUR) PREIS (BEES RT RET NDA my 

38 APR AGEL) EE ORES RE) ey 2.604) BPS EHR 
TORRE Te CS ORE TLE Th 163 YE) ORES T COIN 2-7 170 番地 
188) 中 川奈 成 君 (PREV TEG AT HORE 1218 西川 方 ) el 7 (北京 王府 井 

KEGEL TE GEES OL) PRAISE INDIE Ave TE AER 

ik) 森田 清 君 CAWLTT AGMY 16) TRE (BRAM CEN) AMER FE 

MENA LITE DY 7 MAYER RIBAS 2 BAERS 6 BR) REAR CRHCAIMESAMTH > 

谷 加 賀 町 192) 服部 富雄 君 (CPUS FRY 13 BREE) 長谷 川 長 三 郎 君 (中 

HE EMAL CTS INAS ERAS IEA IEA R LTA) 今井 勇 宮 君 (東京 都 邊 込 司 原町 

1753) IM AHA) BRACE (GNSS IRR TTS 

沼 2440) 梅 井 孝治 君 (ARE ERASE LLL ACO A) EMEP (BRST 
IFFT H7- FEN RAAB SL) GEA AE Ts BI 

7 562) JAIWMMEFE (PRED Hs 20) [LARS RE EE (ASP TTI iby 1265) 


ee ee < = Ne a Se es 


Se 


“at 
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Be 抄 51(39) ー 


BMBR te 


) (72071, RICE DA RAICHT 
AY {3% 

ARAB © sclie Ha a aft & BD 3 MBPEDk 
Raeri Aker Rd dHAkRAs Bw 
RLESLMET SAM SL—Bo 
ROK, TOBE. ACM OM 
「 き 優 定 の 許し 得 な いも の あう り 。 Rie 
HELO RIGID 1 例 な り 。 HE 
| BOMMAIK CAIRN IKCBROBESL YB 
「 の な は, B77 7 y RERRO BBL 
HAR OMMEREGACHLERBLES 
る 附近 に 限っ つて 産 し , 最大 の も ゃ の は 長 さ 
CSCS, ALBRCHRTIZEBBH, 
MCBEEAEBSD, 紅色 を 時 する 部 分 た 
KL, AROMRAL ED, RIK HERE & 
DEV YAKBEMROMcCKhre SRE 
i, BA CHEBEE ODORS EY te 
りり, CHICTBRBNIC SES S Ate SEM 
OMMBEGSU HAR KV RY Pri 
BBeBMtr SC LAL. , 純然 を る 
BEEBE VSS, MOMAEKS 
YHS% COUMOMMRAD Hales , inst 
BROARL RAM ARE ATS ce A 
か に し て , PREM IC CHHINCSS 
の と は 全然 異な れる 成因 を 有する も の な 

Vo (AUN BR 15, 18~24, 昭 19) CAk 
a) 

9072, 紅 土 質物 より アル ミナ 製造 研究 
(21) 鈴木 i 


Bae 


BRE LE] DO IRA >We IAD & FAR fH] O- 
Htc SHIP L BRAIDS AAR KA 
BRERBEV, HRB 1 AR 
に 残し , Wires ree ¢ pees 
せ 得 る を 知れ Y。 HBA LBEOKAA 
Rk bao WL CHARMER 
Berk y rs =D AFL MN CT 
ひ 同 様 の 測定 を 試み て 比較 し , 種子 添加 
の 試験 は 添加 さす ざ る 試験 より 移 結 果 の ょ 
きこ と と を 認め た り 。( 工 業 化 四 551, 31~ 
33, WB 19) 〔 北 原 〕 


BoSR KW 


7078, PRA WH HO BHA 
(VIII) 火山 強 の 化 學 組成 及び 其 の 火山 
(‘Bhs (2) 清田! = 

4 fo Ke RY Ch EHABMBE 
Hub LBL CHa aH eI, そ 
DEBRA HR tS BAC MT 
考察 せり 。 表層 部 は TiO, 多く Al,Og 
少な き と 認 め 得 。: BIB S CL 
SO。, KoRIREL, 乾燥 減量 , 硫黄 弧 量 の 含 
ABS FSIS UG & MG A FAKE te SET 
き 所 な り 。 各 試 笠間 に 於 ける 各々 の 含 存 
Boe te L LCHWHORCHO OR 
Abi HO FRBEO HAE IC KELB~5S, 
RF IRA (eB ea RES AS IC SIE 
KUT RUSK WIR © {ICEL ARES 
BERS SRROWSACMTANIER 
FH RFR D IBLE VC 4X Us GS & Ba BS 1 SEE 
Se BOL, WHO MSL 
CLRe MR CBES So, W—-MROS 
sek VAR? LIAB TLTOARIA 
FEO TSEC KUABABICHLABREA 


#b 52(40) 


ARR Be 
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HTSLDL Bt BEOBREKG EB 
化物 , 硫黄 或 は これ ら を 生ずる が 如き 物 
斬 を 含む は 疾 ふ さか ら ざ る 所 な り 。( 日 本 
化 四 65, 28~33, 昭 19) CALI 
2074, SRSCRCSRXAWRLOHEA 
BeIEIC EO Thixotropy CHWT 
ft fee By 
ABA-REO’CL KS) Cit Be 
VEER. DLEEDXSUOL CATOBE+ 
ae envi ta—-eAi BA ch 
whe AEE Y , Thixotropy K#5 Vo 
BIDE A OPAKHES 3c Pre 
0, FLERE RKP ACERS 
4 H Thixotropic property % BX 
RMWSE.LOB UBL EST SERS V, こと 
DBAs F GkOS RCL SPRLE 
KENYA (EBA, Ven 
FORE KCKLSZR0R ELA. (es 
14, 13~21, #8 18) (4b) 
7075, HERTMCBMMC RST Sh 
Baek secHee 杉山 隆三 
BAGLAMAZ YY ~ONRE RE 
面 を な す も の と 考 へ ちら れ し 所 調 跡 倉 春 岩 
は 著者 の 直感 及び 詳細 な る 野外 親 侍 , 検 
CARI ARAL DHE EA IEF UT, 特殊 
tr SREP BEA SKIRT VL OFF 
me ICU, RBI ie A 
Rts. , Hs, ARB, Wie, HOS, 線 
Bet, EE KROES BY , 結晶 片岩 の 


BMH eC HR 9 LR IMD B HHMIS TENG” 


BAK TC, AR, BRA (Angy-35), カリ 
RAtELL MBEAN A, BR, Rie 
A, Hho Bmore Y te UPR RIE eS 
す は 特徴 な り 。 本 央 の 成 因 を 考察 する に 


1. 外 來 捕獲 岩 と 同 源 捕獲 岩 あ り 。 

2. PRBS ARE UBB RE 
な りり 有 所 調 conglomerate-mylonite FRE 
BT, 
3. MOREE Hic t PRES 2 
CORED Vo 

4. hia, PRACRHRBBREST 
St AVIRA, BK, BEBLARTZE 
MEF, ALMRERERRBLEAT 
TEBV, 

5. RRAKCRUBDATStL, | 

6. BRA, AX, RUEBKV SMA 
BB id ER POR ARETE HO EP ICFIEF 9 

7. BL LCoee#, ARABS と 
ME CRUS S HBS RLS 
RF, 

8. 所 調 跡 倉 礁 岩 は 地質 構造 線 た 洛 び ひび 
LASEAY OBA KRBK し て 件 深 成 
的 條 件 下 に 偏 歴 を 蒙 り 逃 入 , 結晶 作 用 , ミ 
ョ ローチ ティ イト 化 作 用 が 変 互 た 行 は 選 , 周 園 
の 岩石 , 及び 初期 た 結晶 る 同 源 の 農 石 
を , 夫々 外 來 及 同 源 捕 獲 岩 と し て と りこ と 
%® ze lBlRiEL, = u- +14 }Oo—fh2 
LURE OMBICS ( BAER US 

9. OPA BIS BR RRICBSS = 
ロー ナチ ナイト と 全く 同一 の 成因 を 有する も を も 
の な リ り 。 

10. 中 等 は 一 座 匂 成 岩 と 老 へ ちら る ゝ 
%, 辻 は 火成岩 の 生成 の 途中 に 於 て 匂 成 
CRED I~ bt te B BMRA te S A 
を 時 する に 到 れ る も の に し て , 火成岩 と 
考 ふ る を 正 営 と すべ し 。( 科 皇 坦 物 館 研 報 
7, 昭 18 年 ) (AA) - 
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7076, FRARGMRAUASAE 
ASI 

(ih AAS AT SMM 8, 31~35, 08 18 
秘 ) 本 回 は 特定 の 範 園 に のみ 配布 てら る 
ふも の に し て その 肉 容 を 公表 し 難 き る , 
調査 研究 上 の 了 税 絡 その 他 の 便 を 彫り , 項 
HOARRGRTSTCLAVV, AER 
Rec S oBli, 直接 地質 調査 所 宛 に 
FkBt box Ll, [渡邊 萬 】 
7077, PARR SRO AA SAAR 
3 Gh HE — 

(Hoe AY 4, 19~36, 昭 17) ( 秘 ) 
Cee BI 
2078, Pie AED FEA KERR 
BRI Lith ie 

(同上 4, 37~49, 昭 17) ( 秘 ) EBS) 
7079, KGW, S—SRRURCES 
PAS wea, Mike—e 

BARACK, 京都 府 筑 二 多賀 
MERA, KARAS SRMARA mAs 
GR y TAF y BERD RR TeV 9 (MTA 
報 別 8, 36~45, 昭 18) ( 秘 ) CEBBI 
7080, SRIRAM SA 

沖 ノ 浦 , 旭 , 新 但馬 , 但 馬 大 谷 各 金 銀 銅 , 
WE KE ES, ms SA, Sh, 山田 , 
Si, MiGs eR, FAM ATRS © som 
を 主 と す 。 (同上 8, 7~29, 18) ( 秘 ) 
[渡邊 高 〕 
7081, SAA Mma 
宮本 弘道 

1 RBS, TAN SE ae a 2 FR 8 
PR, Pa WR SRR A, Il SKM DR SE ATE 


&% > 58(41) 


PR, ES ARR AOA Eh af 2 RGR © ao aR Ir 
Vo (同上 8, 1\6, 88 18) ( 秘 ) (EBB) 
7082, HUET EAA IC HI S PE RMe te 
HAIR WAR BTA ? 

A742 ky 16 FicBS VSB aE 
床 , 44 油田 , 6 RA, その 他 2H 142 w 
ROBB, WA, 重力 , 地震 探 確 の 概要 な 
り 。( 地 調理 報 別 2, 1~16, 昭 17) ( 秘 ) 
CEB BI 
7088, Ibi BSR RUM =» 5 IR 
調査 報 交 ARE 

( 3h PEPE SR BUG 1,1~22, 昭 17) 
(UE) AHL ERR ICRb He oH 
Mic CXOWBERELHK AL, B 
EAH EO tOMORe AY, A 
の み を 紹介 する と と と せり 。( 渡 店 高 ) 
?084, SSB AL Re 7K SE A LL OR Ss eS 
赤木 健 

(ME, 23~42, 昭 17) ( 秘 ) (HBB) 
7085, bE Be ow th BB RI 
HA 

(同上 , 43~56, 昭 17) ( 秘 ) CHEBB) © 
7086, GBBRERTRARKHAAS 
ABBA 

( 地 調 整 報 別 3, 46~47, 昭 18) ( 秘 ) 
(HEB) 

7087, 新潟 懸 北蒲原 郡 安田 守 顕 土 調査 
報 交 ER RE 

( 地 調 回 報 別 4, 51~61, 昭 17) ( 秘 ) 
CHEB) 

7088, 新潟 雅 岩船 郡 臣 時 町 村 陶 土 調査 報 
3 RAE — 

(同上 , 63~69, 昭 17) (4%) CHEB) 

7089, MERA AR 8 A FR IZ 
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LRRD RK BSB 
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a SEE ee 


mA fE 

(sh 393R+s, 2, 1~32, HB 17) (BB) 
CH# B) 
7090, fe ES Rate IL eR ST 
赤木 SE 

(同上 33~66, FA 17) (#2) CHBBI 
7091, A RZhnAOSBRAR A 
AHI 赤木 企 

(FAIRE, 別 8, 1~26, 昭 17) ( 秘 ) 
CHE BJ 
7092.) ie Ft Rises ABA NY BAR 
AIC 赤木 條 

(同上 27~486, 昭 .17) ( 秘 ) CHE BI 
1098, RRA BMRA RBRUOMER 
OME BANE : 
RA oth Hist REE HMR RE THI 
HA? ofkiiA, ARB XK URS, TER 
は 石英 を 主要 脈 石 と し , RARE UT 
猫 ュ = ニ = ガン 重石 を 伴 ふ 多 敷 の 硫 脈 より 成 
り , EL LCHHA, ARABIC, ORS 
が 花 賠 岩 中 に 膝 胎 さる 。 そ の 走向 及び 傾 
at UL GR Hy Mh es D FE ] Ze ORR IC ELC IE 
向 N20 W (Rid HEI Lo ORR IAPS 
tha 2 MA 6 L, MARA ae 
の 結果 , BE AIK E VIER A-A BM I 
BOWMORE Me HHL, WBIKit co 
Fc WE Be hie 7s } TERR A- BRE RIK 貫い 
THALK S30 L356 SG, (IRIALA 
紀要 17, 21~41, #8 19) CALI 


Ah ik & 


7094, WA -AA4WVEAYAOFWAE 
感 の 減少 に 及ぼ せる BBiCRT S. Col- 
cman, H. D. Wilde, T. W. Moore. 


th D AE PEAR IS — HEC I © FS & JE IC 
BY L, RH BOE Koh CRYPT, 
EcRwmpBsRMrrnd, 初期 の 生 
産 量 は 大 に し て , E4#CEL CHAE 
に 比例 す 。 

油 模 礎 の 減少 束 鹿 を 自然 回 履 法 に 依り 
て 生 ぜ る 減少 速度 より も 更に 緩慢 た に せ し 
あめ , MARBLE BSALT, BP 

1) —€&ROMmL HcwmMy PL VA 
PEA AOKRERPSRELYSM< Rik 
額 を 調節 す ( ガ ス ・ オ イル レイ ショ )。 

2) 油 と 共に 地表 に 出る ダス の 全部 或 
は 一 部 を 油槽 中 に 戻す 。 

CAR SHAMS > RSH CAR 
せら れ た ガス の 敷 量 と , —EMROM* 
PRO KR O WE L OR BH Re BS 
TeVo 

(Ret UT, 1) KOBAR AH, 2) 
油 中 の ガス の 溶解 量 は ヘン リー の 法則 に 
従 ふ 。 i 

x: SERRE IC HR bh Pe th A 
© Ja RGBE IEA O — EB 

P : AIBC CHE SRB 

Pp: ~U@RHoOM x & PEt SRO MM 
Mich 0 3 EIB, 

Ki ny) -O7-e eH CE 
BX 
- a: PUM icw 7-H ras 
AIRY LO Ro ARIA 

y: WH poAar zap, mx eR 
油 す る に 消費 て られ し 量 。 

m: BPO WY A?eEWOTHEE 
され し 油槽 の 部 分 と 油 を 以 つ て 充 た と され 
し 部 分 と の 比率 。 
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g: BERR — BALA A PES hh OBS 
VEN ADE? RBRE ICH 3th 
HMLEDSRVOPABL OL 
pig (P+akP2—akP—p) + 
~ m(gP+gakP?)+ (1—x)p+ 
K (P—p—apP-+ ap?) 
3 akp?+ekP 


HY 20% He TSH, m=0 に し て 
SEsR tt : 
. K(P—p—apP+ap?) 

(1—K)p-+-akp+gKP 

HEORE AUROAMRAL, ZEB 
PRICTHLEV, BS 

1) Ow we 210% あり うり, 出 
CRic 7 ABM EM ICR TBS. 

2) ROAM Ae RICKER 
全部 を 油槽 た 戻す と き 。 

3) 最初 に 自由 が えな く 消 書き され る が 
ス が 始め の 溶解 され た を 量 に 等 し い 時 。 

4) 始め に 自由 が ダス えな く 消 書 さ れる が ガ 
ス が 始め 溶解 せる ガス の 量 の 酢 倍 な る 
時 。 

5) ガス 消 書 量 が 鐘 化 する 時 。 

上 式 を 用 ふれ ば が ガス え ・ オ イル レイ ショ 
& THAR © DAS L ORR & RIC CH 
し 得る も ゃ の に し て , 僅少 の ゲス ・ オ イル 
レイ ショ の 増加 に 依 Y 油 の 可能 最大 回 収 
量 は 著しく 増大 する と 共に た に, ガス ・ オ ォ オイ 
ルレ イシ ョ を 出来 る だ け 低 《 く 係 つ 事 の 重 
要 な る を 示し た り 。 

RUO th Ps RAI O — PGE WAG Ic Be 
FeMvoEoOPALLVNRV ERE, p 
MRLCHLAREYTSBEREV, HF 
し 之 は 100% Oo DIME SRE 
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味 す る も る の に あら ず 。 

Th Pee b— UH Hic Sh Show 
2M S Blt hh Dc Be SAIC LT, 
原始 的 油槽 謙 , Bae © ELTA, A AO 
溶解 量 , BOR A+ at ravs 
ショ だが 知れ れ ば 現在 迄 の 産油 量 を 計算 す 
SREB WV CHB IL SOOM 
量 を 知り 得る 。 

PL ORM TMA WB CSKY Tid, 
SHLOSRHEBROSHEDRL DSL 
の な すり 。 (ARERR, 775, 730~739, mB 
18) (4g9F) 


6 eT 


7095, 威 鏡 北 道 亡 陽 洞 産 カン クリ ナイ ト 
Ket 岩瀬 筑 一 , 金村 洋志 

BREPEW AY TIF PiIREA 
BRAK L CHL t DAR FEL 
時 に 1cm 條 の 塊 駄 を な す と と も あす り 。 
淡紅 色 泊 透明 カシ クリ ナイ ト は 下 六 光 澤 
ALEK SEM ICMIRS SERS 
SLOSS HIWVmMCBTSMME 
BS o— iit INaHAl,SiO, -mCaCO,- 


1 
nH,O. figtie —=5.6—4.5,—— =4,2— 
m n 


3.6 HO Nai K rec Albis Fe’ ce 
Ca li Mg, NaH は KH CH ENE 
TAL BY ZIAHA bMALOREDF 
© Ain ABU Le HE Oy FS % Be SE 1c AB 
す 。 (HAE ABIR, 22, 976~979 昭 18) 
[北原 
7096, KAVEICKZREBRA LIME 
溶出 法 に 就 て (1) "永井 間 一 郎 
MERA, 加里 石英 粗 面 岩 等 の アル カ 


fb 56(44) 


BARMRKRBA EB 


$a 288 


ye Se 


UT 7 ERB L LCT AA Y as aelAIc 
結合 し て 居る 難 深 性 加里 原料 か らち ら の 加里 
深田 法 は 消 石 放 , カー バイ ドド 親等 の 石 放 
Be In~rk & SE 1c Be HEH IC Cin BK 
SF IK 20~30 STE 210~85°C fro 
BEIRUT A HILAR Le Bm 
St CHET rw VBE LT 85~90% 
DEOBWELEU CAAIKBUWLZEA 
HO SIEPICK CHER BRM Rie 
SeVeoreL, InP t SM Leo 
ABEICCHML ST SMBBeRHs 
る 方 法 を 提供 する も ゃ も の な り 。 (TA(cs, 
47, 92~94 昭 19) [北原 】 

7097, 電気 石 よ り の 一 試作 品 STARE, 
安原 A, PGK 

Re pe CPU RAM AL tr VOLS 
SLOKA? -Ris AMR ASV. こと 
ROBE UE CIDER (WRAL 
#) SV OMAR, KORY? aU 
DNR > ADOBE ART (ti, 一 部 は 旗 
CR A(t 0, 

RL HRA MABEDbSHOLS 
0, BARAK BLO, EL TH 10% & 
BL, Rt Se AM hea 
VBA VY, BRAD TMRRE 示せ さば 
P~ iE SiO, 36.36%, Al,O, 33.70, 
B,O, 9.03, Fe,O, 7.34, MgO6.10, CaO 
1.60, K,O 0.54, Na,O 2.41, ysis 
2.94, # 100,0.2% ty, Mom BR 
Ast RR OR te > & CoP, BL 


% # SiO, Al,0, B,O, 
Nol 676 84. 25 
No.2) 63.95 © 11.4" 3.0 
Mos3 0s60:8 I Rie Mow 
NO) 156.7, ASA bal 
CON Sahih Riles ik’ See on 
No.6 604 84 23 
Noe 20.0!) ESS 


TriFRUBPLAR BEAT FOR 
BAD Vo 

著者 等 は COMBERKRT- ( 心掛け 
その 第 一 上 硝 と し て , BRBEZTOESH 
ラス 原料 と し て 使用 すべ く 心 掛け, Be 
管 ガ ラス よ り る も 移 アル カリ 含有 量 を 増し 
得る アン プ ゲール ガラ スム の 試作 に 著 手 を 
Vo と の 結果 を 見 る た に 電気 石 は が ダラ スズ ス 原 
料 と し て 充分 役立ち 得る 如く 見 ちら る 。 
先 づ アル カリ を 約 10% ELT, BIA 
BLL ED RSS BLY 6—BOe 
ラス を 製 せ り 。 即ち 以下 の 如き 組成 の も 
の な り 。 

12, anna FS ERS 


No.1 70 1455 60 31 1 
No.2 85 1305 60 31 1 
No:3 100 115.5 60° $31 1 
No.4 115 1005 60 31 ‘1 


No: ) 130° $85.5 “600 USE 1 
次 た に アルカ ヵ カリ 約 159% OLOR RLY, 
B+ No.6 6 100, #6 221, RM 
y = 103, BRA 43 
RicMMRy > > L MRA? zk HR 
2%, No.1 © BO, を SiO, に て 置換 
せる も の を 製 せ り 。 

No.7 £4 701, アル ミチ 94, BERS 20, 
BIR 130.4, RRBTT RY Y w 35.6, 
硝酸 カリ 3.2, WY — © 256, BALA 
5.0 

YEO 7 fi & BR RMIc CHE IERO 
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と ぇ た SiO。: は ガ が ラス と ちと し て 適 営 な る 
量 な る も , Al,O;84-174% は ガラ メス 
ELCHPBA BS, アル ミナ を 多く 
する と と は 低 碑 酸 ガ ラス を 製造 する 一 方 
法 た し て , AitkPes MRR LLL Se 
WC, アン ゲール ガラ ス に は 必要 な る 組 
RLBUBE XL, KR BO, 2.3~4.7% を 
と れ 以 上 多く する 時 は Al2O。 及 び FeO, 
が 過度 に 多量 と な る を 以 て , CORBEK 
止む る を 適 党 と す 。 ア ルカ リ は こと の 程 謀 
若く は 更に 少 き 方 が 適 営 な り 。 

EMO 7 fin w > > 0B (200° 
350°C の 直線 部 分 ), BIB, tk (bi BE 


の 測定 結果 は 次 の 如 し 。 

AP HE RGR AS GPL BE (LUBE 
Nn.1 7.3x10-§ 595°C 660°C 
No.2 7.3 610 670 
No.3 7.6 610 680 
No.4 7.7 605 660 
No.5 8.0 600 665 
No.6 9.3 560 ~ 605 
No.7 7.8 615 685 


BP BAR MMR 7 ~% (No. 7) AHS BEC 
是 つ 燈 融 困難 な り 。 上 迷 の 結果 より 見 る 
に , Al,O, & 10% 肉 外 含有 し, Fe。0O5 
を 相 営 量 含 み , 落 色 され た る 克子 に て も 
BR~T ABS KIA, MRBe 3~4% 含 
有 せ を し むる に は 電 無 石 を 使用 すれ ば 容易 
な り 。( 穴 協 51,666667, 昭 18) (AFI 
7098, FREER AO A Ic#K T(1) 
三田 正 揚 , 西田 一 雄 , 小畑 政男 

(1) APIA AB Ic t UMRAO 
Seem TPB ICHS c 500°C 附近 ょ うり 開 


始 し 600°C 附近 に て 最高 値 と な り 700°C_ | 


附近 に て 終了 する る 試料 外 石 中 た に は 化合 


鉄 抄 5?(45) 


7K © HBETK AR BE IE WR BA BC RE HABE IK 4 
Yo (2) Mrkic kd Y BB SEM EEE 
HART b WEAK T RIL MREO RE ICS 
y 1200°~1300°C 238 REY LASFHUE 
FEOLL BIR ES Sb Zhe SIO, Dist 
fEIC KLSROTWVY, (3) AB He Rk (E 
BED PICK TIX 500°C~700°C Py ic BBE 
te SAM & te L tk (ECAR BA RAGE Ik TH Te 
SUCRE TET. (4) HAM AAR Od 
OVUMS4 B74 74 b, カオ リナ イト 
RIRAKBL, 不純 物 少 な く 忠 石原 料 と 
し て は 一 部 の も の を 除け ば 生 の ま ゝ 使用 
する 事 を 得 , BIER ARAB Ric CR ie 
り 良好 な れ ば 灯 元 原料 と し て は 相 営 良質 
の も の を 得る と 考 へ らち ら る 。 (RBH, 
51, 623~629, 昭 18) 北原 〕 
7099, B-PWMEF CHT SAR (HK 2H) 
MBAR, WARE 

前 報 た 於 て 輝く べら れ た る と 同様 に Al 
(OH), 及び Na,CO, の fiz DH BOR 
Bie Ry wy ire T 1720°~1640°C 
rc 1 BE NFA L ARS L Oe SRK ME 
前 議 の 如く CNOHCIK CHM S 5 種 
DAK ICR CHE © Hse, FRR, 
X 線 解 析 , ROLE EII~V, FO 
結果 Na,O を 10-40% 含む 試料 は 何 
id PBK Na, の 含有 量 4.70% な 
Sic BEL, TH S5lk a-Al。O。 と BK 
He XZ—COMMREAL, ABH 
中 に 析出 せる B-Al,O3 Oat PEM Lh wD 
THMFT > EPL A 3.26, MPAs e— 1.633 
+0.003 w=1.670-40,003 に し て , HK 
X MBH’ B-Al,O, OM ME EK — 
KT, HOCTCOBBMAlt 8-Al。O。 


Pb 58 (46) 


な り 。 更 に Na。O 40% 配合 せる 成 生 物 
の 化 亭 分 析 を 行 ひ , その 結果 等 より 6- 
ALO。 は Na。 び ・12ALO』 な る 組成 を 有 
する natrium aluminate た に し て アル ミ 
ナチ の 一 匂 態 た に 非 る 事 を 結論 そり 。 (EH 
eB, 51, 543~550, 昭 18) CARI 


rs Bt 


‘7100, BEPOMMFICRT BK 9 

PIF it AIC bS LS ELBCLD 
0, HEARS e URS Shh LER 
RD ROS ik, 一 般 化 石 と 同様 之 た 
より 習 比 が な く 得 ら る ょ と 同時 に 之 た に よ 
YVAREERT SHMORERME 6A 
VFSOFIRVULREA, (ERMC EY 
田 來 た る プレ ペラ ー ト に 就き 基 中 に 含ま 
る ゝ 徴 胞 子 を 検 鏡 し 基 の 中 に 含ま る ゝ 胞 
FoOMMe Re UB, 各 型 に っ き 百 分 
FREI LMRE KS. CKL VERE 
此 較 研究 する な り 。 レイ スト リッ ク は 石 


BAK MDR RAB 
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RED AMF & fic bk ERD, 


他 な は 一 成分 で 前 者 は 何れ の 商 層 に も 出 づ + 


StL DICL CRA ORB RORMWFO 
大 部 分 を な すず す , ZEAKVG ECOL 


つの 型 に 分 類 せ り 。 後者 は 比較 的 季 た に 
上 H ず る も の な り 。 王 つの 皇 型 た 分 類 し レイ 


た る も の は 更に 乏 を 細分 し 1, 2, 3,…… 


Sel AA, ice Sue B Bo: in ¢ 分 類 す 。 3 


A 微粒 子 の 増加 は , RHO SMe TL, 


IRS SRE ELITR SE MES DB 


の と され , BPKLUOMEDARE OM 
REARS LOLI, —AF FAA, Fe 
AYDRABOKAKCL VERBS OW 
BRE LRMAL YU MoH LMMILALO 
HABE L RRA TScCLICL“U, Ait 
MLERSAFMRE SC UMBREBE 
0, WBEO MRO HLL ClIRHOR 
WWF t RAL OF RICO ST SICH 
ERB Y , (北海 奏 , 2, 304~308, 9B 
18) [北原 


* 
F 
: 
2 
' 
; 
> 


- | 


Aer gd. Bm de 


Fes LBS 


BAB ADD KS @ iat 
pa 
自 第 一 貴 (昭和 十 九 年 一 月 ) 
ES Pai ntAEe <A) 

級 BB & 

研 究 報 I 
(L721 LBL ES SN TTB nen eeecee eee eenees as as Ee ii - : 
BEB VD PRM (IT) (TIT) (IV) (V) ーー mB me we BLD 274 
4 Ee HBR ACJI] EL ROHR econ eee cee tao es Wy iB as A 53 
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